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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第1の送信ビームを使用する基地局との接続を確立するステップと、
　ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウンリンク制御情報(DCI)に対
応する第1の復号仮説および前記ビットフィールドを含まない前記DCIに対応する第2の復
号仮説のうちから選択するように前記UEを構成する構成情報を受信するステップと、
　前記第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信するステップと、
　復号されたDCIを取得するために、前記構成情報に従って前記ダウンリンク制御チャネ
ル送信を復号するステップと、
　前記復号されたDCIに少なくとも一部基づいて前記基地局と通信するステップとを備え
る、方法。
【請求項２】
　前記構成情報が、制御リソースの第1のセットにおける前記第1の復号仮説および前記制
御リソースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセットにおける前記第2の復号
仮説を選択するように前記UEを構成する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記構成情報が、前記ビットフィールドを含むDCI復号仮説のセットの第1のサブセット
および前記ビットフィールドを含まない前記DCI復号仮説のセットの第2のサブセットのう
ちから選択するように前記UEを構成する、請求項1に記載の方法。
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【請求項４】
　前記構成情報に少なくとも一部基づいて、前記復号されたDCIを取得するために、前記
ダウンリンク制御チャネル送信の復号のための前記DCI復号仮説のセットの前記第1のサブ
セットから前記第1の復号仮説を選択するステップと、
　前記復号されたDCI内に前記ビーム切替コマンドを備える前記ビットフィールドを特定
するステップとをさらに備える、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビットフィールドが、DCIフォーマットの構成、送信ランクインジケータ、または
無線リソース制御(RRC)シグナリングにおいて提供される指示のうちの1つまたは複数に少
なくとも一部基づいて特定される、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記構成情報が、前記第1の復号仮説もしくは前記第2の復号仮説が前記DCIをブライン
ド復号するために使用されるべきであること、または、前記第1の復号仮説と前記第2の復
号仮説の両方が前記DCIをブラインド復号するために使用されるべきであることについて
の指示を備える、請求項2に記載の方法。
【請求項７】
　前記構成情報を受信するステップが、
　少なくとも無線リソース制御シグナリングによって前記構成情報を受信するステップを
さらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記ダウンリンク制御チャネル送信を復号するステップが、
　前記第1の復号仮説に従って前記ダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号する
ステップと、
　前記第2の復号仮説に従って前記ダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号する
ステップとをさらに備える、請求項2に記載の方法。
【請求項９】
　前記復号されたDCIに少なくとも一部基づいて前記ビーム切替コマンドを特定するステ
ップと、
　前記ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、1つまたは複数のビームフォーミ
ングパラメータを修正するステップと、
　前記修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータに従って、第2の送信ビ
ームを介して1つまたは複数の後続のダウンリンク送信を受信するステップとをさらに備
える、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを修正するステップが、
　前記ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、前記1つまたは複数のビームフォ
ーミングパラメータを特定するステップを備える、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ビーム切替コマンドが、前記1つまたは複数のビームフォーミングパラメータにマ
ッピングされるビームインデックスまたはビームタグと、前記第2の送信ビームがいつ使
用されるべきであるかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を備える、請求項9
に記載の方法。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第1の送信ビームを使用してユーザ機器(UE)との接続を確立するステップと、
　ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウンリンク制御情報(DCI)に対
応する第1の復号仮説および前記ビットフィールドを含まない前記DCIに対応する第2の復
号仮説のうちから選択するように前記UEを構成するための構成情報を送信するステップと
、
　前記構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成するステップと、
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　前記第1の送信ビームを介して前記ダウンリンク制御チャネル送信を送信するステップ
とを備える、方法。
【請求項１３】
　前記構成情報が、制御リソースの第1のセットにおける前記第1の復号仮説および前記制
御リソースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセットにおける前記第2の復号
仮説を選択するように前記UEを構成する、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記構成情報が、前記ビットフィールドを含むDCIに対応するDCI復号仮説のセットの第
1のサブセットおよび前記ビットフィールドを含まないDCIに対応する前記DCI復号仮説の
セットの第2のサブセットのうちから選択するように前記UEを構成する、請求項12に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記構成情報を送信するステップが、
　少なくとも無線リソース制御シグナリングによって前記構成情報を送信するステップを
さらに備える、請求項12に記載の方法。
【請求項１６】
　前記構成情報が、前記第1の復号仮説もしくは前記第2の復号仮説が前記DCIをブライン
ド復号するために使用されるべきであること、または、前記第1の復号仮説と前記第2の復
号仮説の両方が前記DCIをブラインド復号するために使用されるべきであることについて
の前記UEへの指示を備える、請求項13に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ビーム切替コマンドが、第2の送信ビームの1つまたは複数のビームフォーミングパ
ラメータにマッピングされるビームインデックスまたはビームタグと、前記第2の送信ビ
ームがいつ使用されるべきであるかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を備
える、請求項12に記載の方法。
【請求項１８】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
ると、前記装置に、
　　第1の送信ビームを使用する基地局との接続を確立することと、
　　ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウンリンク制御情報(DCI)に
対応する第1の復号仮説および前記ビットフィールドを含まない前記DCIに対応する第2の
復号仮説のうちから選択するように前記UEを構成する構成情報を受信することと、
　　前記第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信することと、
　　復号されたDCIを取得するために、前記構成情報に従って前記ダウンリンク制御チャ
ネル送信を復号することと、
　　前記復号されたDCIに少なくとも一部基づいて前記基地局と通信することと
　をさせるように動作可能である、装置。
【請求項１９】
　前記構成情報が、制御リソースの第1のセットにおける前記第1の復号仮説および前記制
御リソースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセットにおける前記第2の復号
仮説を選択するように前記UEを構成する、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記構成情報が、前記ビットフィールドを含むDCI復号仮説のセットの第1のサブセット
および前記ビットフィールドを含まない前記DCI復号仮説のセットの第2のサブセットのう
ちから選択するように前記UEを構成する、請求項18に記載の装置。
【請求項２１】
　前記命令が、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
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　前記構成情報に少なくとも一部基づいて、前記復号されたDCIを取得するために、前記
ダウンリンク制御チャネル送信の復号のための前記DCI復号仮説のセットの前記第1のサブ
セットから前記第1の復号仮説を選択することと、
　前記復号されたDCI内に前記ビーム切替コマンドを備える前記ビットフィールドを特定
することとをさらにさせる、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ビットフィールドが、DCIフォーマットの構成、送信ランクインジケータ、または
無線リソース制御(RRC)シグナリングにおいて提供される指示のうちの1つまたは複数に少
なくとも一部基づいて特定される、請求項21に記載の装置。
【請求項２３】
　前記構成情報が、少なくとも無線リソース制御シグナリングを介して前記UEに送信され
る、請求項18に記載の装置。
【請求項２４】
　前記構成情報が、前記第1の復号仮説もしくは前記第2の復号仮説が前記DCIをブライン
ド復号するために使用されるべきであること、または、前記第1の復号仮説と前記第2の復
号仮説の両方が前記DCIをブラインド復号するために使用されるべきであることについて
の指示を備える、請求項19に記載の装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサによって実行されると、前記ダウンリンク制御チャネル送信を復号する
ための前記命令が、前記装置に、
　前記第1の復号仮説に従って前記ダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号する
ことと、
　前記第2の復号仮説に従って前記ダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号する
こととをさらにさせる、請求項19に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令が、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　前記復号されたDCIに少なくとも一部基づいて前記ビーム切替コマンドを特定すること
と、
　前記ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、1つまたは複数のビームフォーミ
ングパラメータを修正することと、
　前記修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータに従って、第2の送信ビ
ームを介して1つまたは複数の後続のダウンリンク送信を受信することとをさらにさせる
、請求項18に記載の装置。
【請求項２７】
　前記プロセッサによって実行されると、前記1つまたは複数のビームフォーミングパラ
メータを修正するための前記命令が、前記装置に、
　前記ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、前記1つまたは複数のビームフォ
ーミングパラメータを特定することをさらにさせる、請求項26に記載の装置。
【請求項２８】
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
ると、前記装置に、
　　第1の送信ビームを使用してユーザ機器(UE)との接続を確立することと、
　　ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウンリンク制御情報(DCI)に
対応する第1の復号仮説および前記ビットフィールドを含まない前記DCIに対応する第2の
復号仮説のうちから選択するように前記UEを構成するための構成情報を送信することと、
　　前記構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成することと、
　　前記第1の送信ビームを介して前記ダウンリンク制御チャネル送信を送信することと
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　をさせるように動作可能である、装置。
【請求項２９】
　前記構成情報が、制御リソースの第1のセットにおける前記第1の復号仮説および前記制
御リソースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセットにおける前記第2の復号
仮説を選択するように前記UEを構成する、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記構成情報が、前記ビットフィールドを含むDCIに対応するDCI復号仮説のセットの第
1のサブセットおよび前記ビットフィールドを含まないDCIに対応する前記DCI復号仮説の
セットの第2のサブセットのうちから選択するように前記UEを構成する、請求項28に記載
の装置。
【請求項３１】
　前記構成情報が、前記第1の復号仮説もしくは前記第2の復号仮説が前記DCIをブライン
ド復号するために使用されるべきであること、または、前記第1の復号仮説と前記第2の復
号仮説の両方が前記DCIをブラインド復号するために使用されるべきであることについて
の前記UEへの指示を備える、請求項29に記載の装置。
【請求項３２】
　前記構成情報が、少なくとも無線リソース制御シグナリングを介して前記基地局に送信
される、請求項28に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ビーム切替コマンドが、第2の送信ビームの1つまたは複数のビームフォーミングパ
ラメータにマッピングされるビームインデックスまたはビームタグと、前記第2の送信ビ
ームがいつ使用されるべきであるかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を備
える、請求項28に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2018年4月10日に出願された「Transmission of Beam Switch Commands 
Through Control Channel Signaling」という表題のNam他による米国特許出願第15/950,1
18号、および2017年9月18日に出願された「Transmission of Beam Switch Commands Thro
ugh Control Channel Signaling」という表題のNam他による米国仮特許出願第62/560,168
号の優先権を主張し、これらの各々が本出願の譲受人に譲渡される。
【０００２】
　以下は、全般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、制御チャネルシグナリングを介
したビーム切替コマンドの送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であり得る
。そのような多元接続システムの例は、Long Term Evolution (LTE)システムまたはLTE-A
dvanced (LTE-A)システムなどの第4世代(4G)システム、およびNew Radio (NR)システムと
呼ばれ得る第5世代(5G)システムを含む。これらのシステムは、符号分割多元接続(CDMA)
、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、直交周波数分割多元接続(OFDMA)
、または離散フーリエ変換-拡散-OFDM(DFT-S-OFDM)などの技術を利用し得る。ワイヤレス
多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)として知られていることがある
複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局または
ネットワークアクセスノードを含み得る。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　mmWシステムでは、基地局およびUEは、1つまたは複数の指向性ビームを介して通信し得
る。送信機(たとえば、基地局)は、受信機(たとえば、UE)とのアクティブビームペアのセ
ットを確立するために、ビーム掃引手順に関与し得る。アクティブビームペアは、送信機
のアクティブ送信ビームと受信機の対応するアクティブ受信ビームとを含み得る。アクテ
ィブビームペアの中の送信ビームおよび受信ビームは、たとえばビーム改良手順を通じて
改良され得る。送信ビームは指向性であるので、UEが基地局に対して相対的に移動すると
、送信ビームおよび受信ビームは、異なる方向に対応する異なるビームペアの異なるビー
ムに切り替えられる必要があり得る。そのようなビーム切替を実行するための効率的な技
法は、mmWシステムの効率を高めるのを助け得る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　説明される技法は、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信をサ
ポートする、改善された方法、システム、デバイス、または装置に関する。一般に、技法
は、ダウンリンク制御情報(DCI)がビーム切替コマンドを含むかどうかに基づいて、制御
チャネル送信のブラインド復号に対する異なる復号仮説の中から選択するようにユーザ機
器(UE)を構成することを可能にする。
【０００６】
　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)送信は、ビーム切替コマン
ドのためのフィールドを有することも有しないこともあるDCIを含み得る。UEは、ビーム
切替コマンドがもしあれば、それを、1つまたは複数の異なる復号仮説に従ってPDCCH送信
をブラインド復号することによって特定し、ビーム切替コマンドに基づいてビーム切替動
作を実行し得る。いくつかの例では、PDCCH送信内のDCIがビーム切替コマンドのためのフ
ィールドを含むかどうかをUEが知らないことがあるので、UEは複数のブラインド復号を実
行する必要があることがある。復号仮説は、DCIのビット長、およびDCIがビーム切替コマ
ンドのためのフィールドを含むかどうかに応じて変化する。したがって、UEは、PDCCH送
信の複数の復号を実行する(たとえば、各々の異なるDCIビット長に対して少なくとも1つ
の復号仮説を使用して復号することを試みる)ことがあり、効率低下およびUE電力消費の
増大をもたらす。
【０００７】
　様々な態様によれば、複数の復号は、ビーム切替コマンドを含むビットフィールドを含
むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復
号仮説のうちから選択するために、UEを構成することによって、減らされ得る。UEは次い
で、復号されたDCIを取得するために、UEが選択するように構成される復号仮説を使用し
て、構成情報に従ってPDCCH送信を復号し得る。UEは、復号されたDCIに基づいて基地局と
通信し得る。
【０００８】
　UEによるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第1の送信ビームを使用して基
地局との接続を確立するステップと、ビーム切替コマンドを含むビットフィールドを含む
DCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号
仮説のうちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信するステップと、第1の送
信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信するステップと、復号されたDCI
を取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号するステップと
、復号されたDCIに基づいて基地局と通信するステップとを含み得る。
【０００９】
　UEによるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子的に通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、装
置に、第1の送信ビームを使用して基地局との接続を確立させ、ビーム切替コマンドを含
むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まな
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いDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信
させ、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信させ、復号されたD
CIを取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号させ、復号さ
れたDCIに基づいて基地局と通信させるように、プロセッサによって実行可能であり得る
。
【００１０】
　UEによるワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、第1の送信ビームを
使用して基地局との接続を確立するための手段と、ビーム切替コマンドを含むビットフィ
ールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応
する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信するための
手段と、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信するための手段
と、復号されたDCIを取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を
復号するための手段と、復号されたDCIに基づいて基地局と通信するための手段とを含み
得る。
【００１１】
　UEによるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説
明される。コードは、第1の送信ビームを使用して基地局との接続を確立し、ビーム切替
コマンドを含むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィー
ルドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する構
成情報を受信し、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信し、復
号されたDCIを取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号し
、復号されたDCIに基づいて基地局と通信するようにプロセッサによって実行可能な命令
を含み得る。
【００１２】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報は、制御リソースの第1のセットにおける第1の復号仮説および制御リソ
ースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセットにおける第2の復号仮説を選択
するようにUEを構成する。
【００１３】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報は、ビットフィールドを含むDCI復号仮説のセットの第1のサブセットお
よびビットフィールドを含まないDCI復号仮説のセットのDCIの第2のサブセットのうちか
ら選択するようにUEを構成する。
【００１４】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例はさらに、構成情報に基づいて、復号されたDCIを取得するためにダウンリンク制御チ
ャネル送信の復号のためのDCI復号仮説のセットの第1のサブセットから第1の復号仮説を
選択し、復号されたDCI内にビーム切替コマンドを含むビットフィールドを特定するため
の、動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１５】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ビットフィールドは、DCIフォーマットの構成、送信ランクインジケータ、また
はRRCシグナリングにおいて提供される指示のうちの1つまたは複数に基づいて特定され得
る。
【００１６】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報は、第1の復号仮説もしくは第2の復号仮説がDCIをブラインド復号する
ために使用されるべきであり得ること、または、第1の復号仮説と第2の復号仮説の両方が
DCIをブラインド復号するために使用されるべきであり得ることの指示を含む。
【００１７】
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　本明細書で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報を受信することはさらに、少なくとも無線リソース制御シグナリングに
よって構成情報を受信することを含む。
【００１８】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ダウンリンク制御チャネル送信を復号することはさらに、第1の復号仮説に従っ
てダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号することと、第2の復号仮説に従って
ダウンリンク制御チャネル送信をブラインド復号することとを含む。
【００１９】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例はさらに、復号されたDCIに基づいてビーム切替コマンドを特定し、ビーム切替コマン
ドに基づいて1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを修正することと、修正さ
れた1つまたは複数のビームフォーミングパラメータに従って、第2の送信ビームを介して
1つまたは複数の後続のダウンリンク送信を受信するための動作、特徴、手段、または命
令を含み得る。
【００２０】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを修正することは、ビーム切替
コマンドに基づいて1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを特定することを含
む。
【００２１】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ビーム切替コマンドは、1つまたは複数のビームフォーミングパラメータにマッ
ピングされ得るビームインデックスまたはビームタグと、第2の送信ビームがいつ使用さ
れるべきであり得るかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を含む。
【００２２】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第1の送信ビームを使用
してUEとの接続を確立するステップと、ビーム切替コマンドを含むビットフィールドを含
むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復
号仮説のうちから選択するために、UEを構成するための構成情報を送信するステップと、
構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成するステップと、第1の送信ビー
ムを介してダウンリンク制御チャネル送信を送信するステップとを含み得る。
【００２３】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子的に通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令
は、装置に、第1の送信ビームを使用してUEとの接続を確立させ、ビーム切替コマンドを
含むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含ま
ないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成するための構成情
報を送信させ、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成させ、第1の送信
ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を送信させるようにプロセッサによって実
行可能であり得る。
【００２４】
　基地局におけるワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、第1の送信ビ
ームを使用してUEとの接続を確立するための手段と、ビーム切替コマンドを含むビットフ
ィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対
応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成するための構成情報を送信す
るための手段と、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成するための手段
と、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を送信するための手段とを
含み得る。
【００２５】
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　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体が説明される。コードは、第1の送信ビームを使用してUEとの接続を確立し、ビーム切
替コマンドを含むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィ
ールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する
ための構成情報を送信し、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成し、第
1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を送信するようにプロセッサによ
って実行可能な命令を含み得る。
【００２６】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報は、ビットフィールドを含むDCIに対応するDCI復号仮説のセットの第1
のサブセットおよびビットフィールドを含まないDCIに対応するDCI復号仮説のセットのう
ちの第2のサブセットのうちから選択するようにUEを構成する。
【００２７】
　本明細書で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報を送信することはさらに、少なくとも無線リソース制御シグナリングに
よって構成情報を送信することを含む。
【００２８】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、構成情報は、第1の復号仮説もしくは第2の復号仮説がDCIをブラインド復号する
ために使用されるべきであり得ること、または、第1の復号仮説と第2の復号仮説の両方が
DCIをブラインド復号するために使用されるべきであり得ることのUEに対する指示を含む
。
【００２９】
　本明細書で説明される方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、ビーム切替コマンドは、第2の送信ビームの1つまたは複数のビームフォーミング
パラメータにマッピングされ得るビームインデックスまたはビームタグと、第2の送信ビ
ームがいつ使用されるべきであり得るかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数
を含む。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするワイヤレス通信のためのシステムの例を示す図である。
【図２】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするワイヤレス通信システムの一部分の例を示す図である。
【図３】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするDCIフォーマットの例を示す図である。
【図４】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートする別のDCIフォーマットの例を示す図である。
【図５】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートする別のDCIフォーマットの例を示す図である。
【図６】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートする方法の例を示す図である。
【図７】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするプロセスフローの例を示す図である。
【図８】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするデバイスのブロック図である。
【図９】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの
送信をサポートするデバイスのブロック図である。
【図１０】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイスのブロック図である。
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【図１１】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするUEを含むシステムのブロック図である。
【図１２】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイスのブロック図である。
【図１３】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイスのブロック図である。
【図１４】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイスのブロック図である。
【図１５】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートする基地局を含むシステムのブロック図である。
【図１６】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図１７】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図１８】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図１９】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図２０】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図２１】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【図２２】本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　説明される技法は、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信をサ
ポートする、改善された方法、システム、デバイス、または装置に関する。一般に、技法
は、ダウンリンク制御情報(DCI)がビーム切替コマンドを含むかどうかに基づいて、制御
チャネル送信のブラインド復号に対する異なる復号仮説の中から選択するようにユーザ機
器(UE)を構成することを可能にする。
【００３２】
　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)送信は、ビーム切替コマン
ドのためのフィールドを条件的に含むDCIを含み得る。UEは、ビーム切替コマンドがもし
あれば、それを、1つまたは複数の異なる復号仮説に従ってPDCCH送信をブラインド復号す
ることによって特定し、ビーム切替コマンドに基づいてビーム切替動作を実行し得る。い
くつかの例では、PDCCH送信内のDCIがビーム切替コマンドのためのフィールドを含むかど
うかをUEが知らないことがあるので、UEは(たとえば、所与のDCIフォーマットに対して)
複数のブラインド復号を実行する必要があることがある。復号仮説は、サポートされるま
たは構成されるDCIのフォーマットもしくはビット長、およびDCIがビーム切替コマンドの
ためのフィールドを含むかどうかに応じて変化する。したがって、UEは、PDCCH送信の複
数の復号を実行する(たとえば、各々の異なるDCIビット長またはDCIフォーマットに対し
て少なくとも1つの復号仮説を使用して復号することを試みる)ことがあり、効率低下およ
びUE電力消費の増大をもたらす。
【００３３】
　様々な態様によれば、(たとえば、所与のDCIフォーマットに対する)ブラインド復号の
数は、ビーム切替コマンドを含むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説お
よびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために
、UEを構成することによって、減らされ、または最小化され得る。UEは次いで、UEが選択
するように構成される復号仮説のみを使用して、構成情報に従ってPDCCH送信を復号し得



(11) JP 6866533 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

る。このことは、ブラインド復号候補(たとえば、ブラインド復号仮説)の数が減らされる
ので、UEにおけるブラインド復号の負担を減らすことができる。
【００３４】
　いくつかの場合、1つまたは複数のDCIフォーマットはビーム切替コマンドを伴う専用フ
ィールドを含むことがあり、UEは、ブラインド復号仮説のセットに基づいてDCIフォーマ
ットをブラインド復号し、DCIとDCIに含まれ得る任意のビーム切替コマンドとを特定し得
る。加えて、または代わりに、DCIは、DCIのビーム切替コマンドを伴う専用フィールドが
アクティブであるかどうかを示すアクティブ化ビットを含み得る。いくつかの場合、1つ
または複数のDCIフィールドはビーム切替コマンドのために再使用され得る。
【００３５】
　上で示されたように、mmWシステムにおいて、基地局およびUEは、1つまたは複数の指向
性ビームを介して通信することがあり、基地局は、UEとのアクティブ送信ビームを確立す
るためにビーム掃引動作に関与することがある。基地局はまた、UEとの接続を維持するた
めにビーム追跡に関与することがある。いくつかの場合、UEが基地局に対して相対的に移
動するにつれて、基地局は、UEとの接続を維持するために、1つまたは複数のビームフォ
ーミングパラメータが修正されるべきであることについての指示をUEに提供し得る。ビー
ムフォーミングパラメータを修正するためのそのような指示は、ビーム切替コマンドと呼
ばれることがあり、基地局とUEとの間の接続がより高いゲインのビームを維持することを
可能にすることがある。たとえば、UEは、2つのアクティブビームペアを確立し、送信の
ために第1のアクティブビームペアを使用し得る。UEの移動、または何らかの他の干渉(た
とえば、ユーザの手がUEのアンテナを遮っている)に基づいて、第2のアクティブビームペ
アを使用して送信が行われるべきであることが決定され得る。いくつかの場合、同時に、
第1のアクティブビームペアの改良または復元が、バックグラウンド処理として実行され
得る。
【００３６】
　いくつかの場合、ビーム切替コマンドがDCIを通じて提供され得る。いくつかの場合、
異なるDCIフォーマットは異なるDCIサイズを有し、UEは、DCIの中の情報を復号するため
にいくつかの異なるDCIサイズに対してブラインド復号を実行し得る。本明細書で提供さ
れる様々な技法によれば、ビーム切替コマンドは、DCIフォーマットのためのブラインド
復号の回数を実質的に増やすことなく、いくつかのDCIフォーマットにおいて条件的に提
供され得る。そのような技法は、UEにおけるブラインド復号の回数を減らすことによって
UEの効率と電力消費を改善することができ、また、ブラインド復号失敗の可能性を下げる
ことによって、およびより高いゲインをもつビームのより効率的な維持を可能にすること
によって、ネットワーク効率を改善することができる。いくつかの場合、ビーム切替コマ
ンドを含むDCIフォーマットは、付加されたビーム切替フィールドを伴う、別のDCIフォー
マットから導出され得る。ビーム切替フィールドはある数のビットに設定されることがあ
り、ビーム切替ペイロードが含まれない場合、またはその数のビットより小さい場合、パ
ディングビットが使用され得る。したがって、同じブラインド復号仮説が、ペイロードサ
イズとは無関係に、付加されたビーム切替DCIフィールドのために使用され得る。いくつ
かの場合、フォーマットタイプインジケータ(またはフォーマットタイプ識別子)またはア
クティブ化ビットが、DCIフォーマットを示すためにDCIとともに含まれ得る。たとえば、
フォーマットタイプ識別子は、同じサイズを有する異なるDCIフォーマットをUEが区別す
ることを可能にするために、DCIのペイロードに埋め込まれ得る。
【００３７】
　いくつかの場合、1つまたは複数のDCIフィールドはビーム切替コマンドのために再使用
され得る。たとえば、DCIフォーマットは、2つの符号語(CW)のための別々のフィールド、
たとえば、2つのCWからマッピングされる複数の送信レイヤのための変調およびコーディ
ング方式を示すためのフィールドを含み得る。いくつかの場合、送信レイヤの数は、1つ
だけのCWが送信されるように制限されることがあり、送信レイヤのためのDCIは、単一のC
Wのための情報(たとえば、ランクならびに変調およびコーディング方式(MCS))を含むこと
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がある。そのような場合、第2のCWのためのDCIフィールドは、ビーム切替コマンドを送信
するために使用され得る。いくつかの場合、基地局は、ビームフォーミングされた送信を
使用するとき、UEにおけるCWの最大の数に基づいて、ビーム切替コマンドとして第2のCW
のためにDCIフィールドを再使用するようにUEを構成し得る。
【００３８】
　上で示されたように、そのような技法は、UEにおけるブラインド復号の数を減らすこと
によって、UEの効率および電力消費を改善することができる。さらに、UEがシステム内で
移動している場合、そのような技法は、後続の送信において使用され得るより正確な情報
(たとえば、より正確なビーム)を可能にでき、このことは、UEおよび基地局において送信
されたデータの受信に成功する可能性を高めることができる。加えて、mmW送信が共有周
波数スペクトル帯域または免許不要周波数スペクトル帯域を使用する場合、UEと基地局と
の間のより少数の送信が有益であり、それは、異なる送信機がワイヤレスチャネルを取得
する場合に送信が中断される可能性が低くなるからである。
【００３９】
　本開示の態様は、初めにワイヤレス通信システムの文脈で説明される。次いで、DCIフ
ォーマットの様々な例が説明される。本開示の態様はさらに、制御チャネルシグナリング
を介したビーム切替コマンドの送信に関する装置図、システム図、およびフローチャート
によって図示され、それらを参照して説明される。
【００４０】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の例を示す。ワイヤレ
ス通信システム100は、基地局105と、UE115と、コアネットワーク130とを含む。いくつか
の例では、ワイヤレス通信システム100は、Long Term Evolution(LTE)ネットワーク、LTE
 Advanced(LTE-A)ネットワーク、またはNew Radio (NR)ネットワークであり得る。いくつ
かの場合、ワイヤレス通信システム100は、拡張ブロードバンド通信、超高信頼(たとえば
、ミッションクリティカル)通信、低レイテンシ通信、または低コストで低複雑度のデバ
イスとの通信をサポートし得る。
【００４１】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してUE115とワイヤレスに通信し得
る。本明細書で説明される基地局105は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポ
イント、無線トランシーバ、NodeB、eNodeB(eNB)、(そのいずれもgNBと呼ばれることがあ
る)次世代NodeBもしくはgiga-nodeB、Home NodeB、Home eNodeB、または何らかの他の好
適な用語を含むことがあり、またはそのように当業者によって呼ばれることがある。ワイ
ヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マクロセル基地局また
はスモールセル基地局)を含み得る。本明細書で説明されるUE115は、マクロeNB、スモー
ルセルeNB、gNB、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局105およびネットワー
ク機器と通信することが可能であり得る。
【００４２】
　各基地局105は、様々なUE115との通信がサポートされる特定の地理的カバレッジエリア
110と関連付けられ得る。各基地局105は、通信リンク125を介してそれぞれの地理的カバ
レッジエリア110のための通信カバレッジを提供することができ、基地局105とUE115との
間の通信リンク125は、1つまたは複数のキャリアを利用することができる。ワイヤレス通
信システム100に示された通信リンク125は、UE115から基地局105へのアップリンク送信、
または基地局105からUE115へのダウンリンク送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方
向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は、逆方向リンク送信と呼ばれる
こともある。
【００４３】
　基地局105のための地理的カバレッジエリア110は、地理的カバレッジエリア110の一部
分のみを構成するセクタに分割されることがあり、各セクタはセルに関連付けられること
がある。たとえば、各基地局105は、マクロセル、スモールセル、ホットスポット、もし
くは他のタイプのセル、またはそれらの様々な組合せのための通信カバレッジを提供し得
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る。いくつかの例では、基地局105は可動であり、したがって、移動している地理的カバ
レッジエリア110のための通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例では、異なる技術
と関連付けられる異なる地理的カバレッジエリア110は、重複することがあり、異なる技
術と関連付けられる重複する地理的カバレッジエリア110は、同じ基地局105によって、ま
たは異なる基地局105によってサポートされ得る。ワイヤレス通信システム100は、たとえ
ば、異なるタイプの基地局105が様々な地理的カバレッジエリア110のためのカバレッジを
提供する異種LTE/LTE-AまたはNRネットワークを含み得る。
【００４４】
　「セル」という用語は、(たとえば、キャリア上での)基地局105との通信のために使用
される論理通信エンティティを指し、同じまたは異なるキャリアを介して動作する近隣の
セルを区別するための識別子(たとえば、物理セル識別子(PCID)、仮想セル識別子(VCID))
と関連付けられ得る。いくつかの例では、キャリアは、複数のセルをサポートすることが
あり、異なるセルは、異なるタイプのデバイスのためのアクセスを提供し得る異なるプロ
トコルタイプ(たとえば、マシンタイプ通信(MTC)、狭帯域Internet-of-Things (NB-IoT)
、拡張モバイルブロードバンド(eMBB)、または他のもの)に従って構成され得る。いくつ
かの場合、「セル」という用語は、その上で論理エンティティが動作する地理的カバレッ
ジエリア110(たとえば、セクタ)の一部分を指し得る。
【００４５】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散していることがあり、各UE11
5は固定式または移動式であり得る。UE115は、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、
リモートデバイス、ハンドヘルドデバイス、もしくは加入者デバイス、または何らかの他
の好適な用語で呼ばれることもあり、ここで、「デバイス」は、ユニット、局、端末、ま
たはクライアントと呼ばれることもある。UE115はまた、携帯電話、携帯情報端末(PDA)、
タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、またはパーソナルコンピュータな
どの、個人用電子デバイスであり得る。いくつかの例では、UE115はまた、家電機器、車
両、メーターなどの様々な物品において実装され得る、ワイヤレスローカルループ(WLL)
局、Internet of Things (IoT)デバイス、Internet of Everything (IoE)デバイス、また
はMTCデバイスなどを指し得る。
【００４６】
　基地局105は、コアネットワーク130および互いと通信し得る。たとえば、基地局105は
、バックホールリンク132を通じて(たとえば、S1または他のインターフェースを介して)
コアネットワーク130とインターフェースし得る。基地局105は、バックホールリンク134
上で(たとえば、X2または他のインターフェースを介して)、直接(たとえば、基地局105間
で直接)または間接的に(たとえば、コアネットワーク130を介して)のいずれかで互いと通
信し得る。
【００４７】
　コアネットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、追跡、インターネットプロトコ
ル(IP)接続性、および他のアクセス機能、ルーティング機能、またはモビリティ機能を提
供し得る。コアネットワーク130は、evolved packet core (EPC)であってよく、EPCは、
少なくとも1つのモビリティ管理エンティティ(MME)と、少なくとも1つのサービングゲー
トウェイ(S-GW)と、少なくとも1つのパケットデータネットワーク(PDN)ゲートウェイ(P-G
W)とを含み得る。MMEは、EPCと関連付けられる基地局105によってサービスされるUE115の
ためのモビリティ、認証、およびベアラ管理などの、非アクセス層(たとえば、制御プレ
ーン)機能を管理し得る。ユーザIPパケットは、それ自体がP-GWに接続され得るS-GWを通
じて転送され得る。P-GWは、IPアドレス割振りならびに他の機能を提供し得る。P-GWは、
ネットワーク事業者のIPサービスに接続され得る。事業者のIPサービスは、インターネッ
ト、イントラネット、IPマルチメディアサブシステム(IMS)、またはパケット交換(PS)ス
トリーミングサービスへのアクセスを含み得る。
【００４８】
　基地局105などのネットワークデバイスのうちの少なくともいくつかは、アクセスネッ
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トワークエンティティなどの副構成要素を含むことがあり、アクセスネットワークエンテ
ィティは、アクセスノードコントローラ(ANC)の例であることがある。各アクセスネット
ワークエンティティは、無線ヘッド、スマート無線ヘッド、または送信/受信ポイント(TR
P)と呼ばれ得る、いくつかの他のアクセスネットワーク送信エンティティを通じてUE115
と通信し得る。いくつかの構成では、各アクセスネットワークエンティティまたは基地局
105の様々な機能は、様々なネットワークデバイス(たとえば、無線ヘッドおよびアクセス
ネットワークコントローラ)にわたって分散されることがあり、または単一のネットワー
クデバイス(たとえば、基地局105)に統合されることがある。
【００４９】
　ワイヤレス通信システム100は、通常は300MHzから300GHzの範囲にある、1つまたは複数
の周波数帯域を使用して動作し得る。一般に、300MHzから3GHzの領域は、超高周波(UHF)
領域またはデシメートル帯域として知られているが、これは、波長の長さが、およそ1デ
シメートルから1メートルに及ぶからである。UHF波は、建物および環境特性によって遮蔽
されることがあり、または方向転換されることがある。しかしながら、これらの波は、マ
クロセルが屋内に位置するUE115にサービスを提供するのに十分に構造を貫通し得る。UHF
波の送信は、300MHz以下のスペクトルの高周波(HF)部分または超高周波(VHF)部分のより
低い周波数およびより長い波を使用する送信と比較して、より小型のアンテナおよびより
短い距離(たとえば、100km未満)と関連付けられ得る。
【００５０】
　ワイヤレス通信システム100はまた、センチメートル帯域としても知られている、3GHz
から30GHzまでの周波数帯域を使用する超高周波(SHF)領域の中で動作し得る。SHF領域は
、他のユーザからの干渉を許容し得るデバイスによって機会主義的に使用され得る5GHz産
業科学医療(ISM)帯域などの帯域を含む。
【００５１】
　ワイヤレス通信システム100は、ミリメートル帯域としても知られている、(たとえば、
30GHzから300GHzの)スペクトルの極高周波(EHF)領域においても動作し得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信システム100は、UE115と基地局105との間のミリメートル波(mmW)
通信をサポートすることができ、それぞれのデバイスのEHFアンテナは、UHFアンテナより
も、さらに小さいことがあり、より間隔が密であることがある。いくつかの場合、これは
、UE115内でのアンテナアレイの使用を容易にし得る。しかしながら、EHF送信の伝搬は、
SHF送信またはUHF送信よりもさらに大きい大気減衰を受けることがあり、より距離が短い
ことがある。本明細書で開示される技法は、1つまたは複数の異なる周波数領域を使用す
る送信にわたって利用されることがあり、これらの周波数領域にわたる帯域の指定された
使用は、国ごとにまたは規制団体ごとに異なり得る。
【００５２】
　いくつかの場合、ワイヤレス通信システム100は、免許無線周波数スペクトル帯域と免
許不要無線周波数スペクトル帯域の両方を利用し得る。たとえば、ワイヤレス通信システ
ム100は、5GHz ISM帯域などの免許不要帯域において、License Assisted Access (LAA)、
LTE Unlicensed (LTE-U)無線アクセス技術、またはNR技術を利用し得る。免許不要無線周
波数スペクトル帯域において動作するとき、基地局105およびUE115などのワイヤレスデバ
イスは、データを送信する前に周波数チャネルがクリアであることを保証するために、リ
ッスンビフォアトーク(LBT)手順を利用し得る。いくつかの場合、免許不要帯域における
動作は、免許帯域において動作するコンポーネントキャリア(CC)と連携したキャリアアグ
リゲーション(CA)構成に基づき得る(たとえば、LAA)。免許不要スペクトルにおける動作
は、ダウンリンク送信、アップリンク送信、ピアツーピア送信、またはこれらの組合せを
含み得る。免許不要スペクトルにおける複信は、周波数分割複信(FDD)、時分割複信(TDD)
、またはその両方の組合せに基づき得る。
【００５３】
　「キャリア」という用語は、通信リンク125上で通信をサポートするための定義された
物理レイヤ構造を有する無線周波数スペクトルリソースのセットを指す。たとえば、通信



(15) JP 6866533 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

リンク125のキャリアは、所与の無線アクセス技術に対する物理レイヤチャネルに従って
動作する無線周波数スペクトル帯域の一部分を含み得る。各物理レイヤチャネルは、ユー
ザデータ、制御情報、または他のシグナリングを搬送することができる。キャリアは、事
前に定義された周波数チャネル(たとえば、Evolved Universal Mobile Telecommunicatio
ns System (UMTS) Terrestrial Radio Access (E-UTRA)絶対無線周波数チャネル番号(EAR
FCN))と関連付けられることがあり、UE115による発見のためにチャネルラスタに従って配
置されることがある。キャリアは、ダウンリンクまたはアップリンク(たとえば、FDDモー
ドにおいて)であることがあり、またはダウンリンク通信およびアップリンク通信を(たと
えば、TDDモードで)搬送するように構成されることがある。いくつかの例では、キャリア
上で送信される信号波形は、(たとえば、OFDMまたはDFT-s-OFDMなどのマルチキャリア変
調(MCM)技法を使用して)複数のサブキャリアから構成され得る。
【００５４】
　ワイヤレス通信システム100は、複数のセルまたはキャリア上でのUE115との通信、すな
わち、キャリアアグリゲーション(CA)またはマルチキャリア動作と呼ばれることがある特
徴をサポートし得る。UE115は、キャリアアグリゲーション構成に従って、複数のダウン
リンクCCおよび1つまたは複数のアップリンクCCで構成され得る。キャリアアグリゲーシ
ョンは、FDDコンポーネントキャリアとTDDコンポーネントキャリアの両方とともに使用さ
れ得る。いくつかの場合、第1のCCは低帯域キャリアであることがあり、第2のCCはmmWビ
ームフォーミングされた送信を使用する広帯域キャリアであることがある。
【００５５】
　いくつかの例では、基地局105またはUE115は複数のアンテナを装備することがあり、こ
れらは、送信ダイバーシティ、受信ダイバーシティ、多入力多出力(MIMO)通信、またはビ
ームフォーミングなどの技法を利用するために使用され得る。たとえば、ワイヤレス通信
システム100は、送信デバイス(たとえば、基地局105)と受信デバイス(たとえば、UE115)
との間である送信方式を使用することができ、ここで、送信デバイスは、複数のアンテナ
を装備し、受信デバイスは、1つまたは複数のアンテナを装備する。MIMO通信は、空間多
重化と呼ばれることがある、異なる空間レイヤを介して複数の信号を送信または受信する
ことによってスペクトル効率を高めるためにマルチパス信号伝搬を利用することができる
。複数の信号は、たとえば、異なるアンテナまたはアンテナの異なる組合せを介して送信
デバイスによって送信され得る。同様に、複数の信号は、異なるアンテナまたはアンテナ
の異なる組合せを介して受信デバイスによって受信され得る。複数の信号の各々は、別個
の空間ストリームと呼ばれることがあり、同じデータストリーム(たとえば、同じコード
語)または異なるデータストリームと関連付けられるビットを搬送し得る。異なる空間レ
イヤは、チャネル測定および報告のために使用される異なるアンテナポートと関連付けら
れ得る。MIMO技法は、複数の空間レイヤが同じ受信デバイスに送信されるシングルユーザ
MIMO(SU-MIMO)、および複数の空間レイヤが複数のデバイスに送信されるマルチユーザMIM
O(MU-MIMO)を含む。
【００５６】
　空間フィルタリング、指向性送信、または指向性受信とも呼ばれ得るビームフォーミン
グは、送信デバイスと受信デバイスとの間の空間経路に沿ってアンテナビーム(たとえば
、送信ビームまたは受信ビーム)をシェーピングまたはステアリングするために送信デバ
イスまたは受信デバイス(たとえば、基地局105またはUE115)において使用され得る、信号
処理技法である。ビームフォーミングは、アンテナアレイに関して特定の方向に伝播する
信号が強め合う干渉を受ける一方で、他の信号が弱め合う干渉を受けるように、アンテナ
アレイのアンテナ要素を介して通信される信号を合成することによって達成され得る。ア
ンテナ要素を介して通信される信号の調整は、デバイスと関連付けられるアンテナ要素の
各々を介して搬送される信号に何らかの振幅オフセットおよび位相オフセットを送信デバ
イスまたは受信デバイスが適用することを含み得る。アンテナ要素の各々と関連付けられ
る調整は、(たとえば、送信デバイスもしくは受信デバイスのアンテナアレイに対する、
または何らかの他の方向に対する)特定の方向と関連付けられるビームフォーミング重み
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セットによって定義され得る。
【００５７】
　一例では、基地局105は、UE115との指向性通信のためのビームフォーミング動作を行う
ために、複数のアンテナまたはアンテナアレイを使用し得る。たとえば、一部の信号(た
とえば、同期信号、基準信号、ビーム選択信号、または他の制御信号)は基地局105によっ
て異なる方向に複数回送信されることがあり、これは、異なる送信方向と関連付けられる
異なるビームフォーミング重みに従って信号が送信されることを含むことがある。異なる
ビーム方向への送信は、基地局105による後続の送信および/または受信のためのビーム方
向を(たとえば、基地局105またはUE115などの受信デバイスによって)特定するために使用
され得る。特定の受信デバイスと関連付けられるデータ信号などの一部の信号は、単一の
ビーム方向(たとえば、UE115などの受信デバイスと関連付けられる方向)に基地局105によ
って送信され得る。
【００５８】
　いくつかの例では、単一のビーム方向に沿った送信と関連付けられるビーム方向は、異
なるビーム方向に送信された信号に少なくとも一部基づいて決定され得る。たとえば、UE
115は、基地局105によって異なる方向に送信される信号のうちの1つまたは複数を受信す
ることができ、UE115は、最高の信号品質で、または別様に許容可能な信号品質で受信し
た信号の指示を、基地局105に報告することができる。これらの技法は基地局105によって
1つまたは複数の方向に送信される信号に関して説明されるが、UE115は、異なる方向に複
数回信号を送信するために(たとえば、UE115による後続の送信または受信のためのビーム
方向を特定するために)、または単一の方向に信号を送信するために(たとえば、データを
受信デバイスに送信するために)同様の技法を利用し得る。いくつかの場合、基地局105は
、たとえば1つまたは複数の異なるビームと関連付けられるゲイン測定結果に基づいて、U
E115にビーム切替コマンドを送信し得る。
【００５９】
　本明細書で論じられるような様々な技法は、そのようなビーム切替コマンドの送信を可
能にする。いくつかの場合、基地局105は、ビーム切替コマンドを伴うDCIを含むPDCCH送
信などにおいて、制御チャネルシグナリングを介してビーム切替コマンドをUE115に送信
し得る。UE115は、ビーム切替コマンドを特定し、送信ビームおよび/または受信ビームを
切り替えるために1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを修正し得る。いくつ
かの場合、DCIフォーマットは、ビーム切替コマンドを含み得る専用フィールドを含むこ
とがあり、UE115は、異なる数のビットを有するDCIペイロードに対応するブラインド復号
仮説のセットに基づいてDCIをブラインド復号し、DCIフォーマットと、その中に含まれ得
る任意のビーム切替コマンドとを特定し得る。いくつかの場合、DCIは、DCIのビーム切替
コマンドがアクティブであるかどうかを示すアクティブ化ビットを含み得る。いくつかの
場合、1つまたは複数のDCIフィールドはビーム切替コマンドのために再使用され得る。
【００６０】
　図2は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートするワイヤレス通信システム200の例を示す。いくつかの例では
、ワイヤレス通信システム200は、ワイヤレス通信システム100の態様を実装し得る。ワイ
ヤレス通信システム200は、図1を参照して説明された対応するデバイスの例であり得る、
基地局105-aおよびUE115-aを含み得る。基地局105-aおよびUE115-aは、基地局105-aの地
理的カバレッジエリア205内にあることがあり、1つまたは複数の指向性ビームを使用して
通信することがある。
【００６１】
　図2の例では、UE115-aは、地理的カバレッジエリア205内の第1の位置に位置しているこ
とがあり、第1のダウンリンク送信ビーム210において基地局105-aからダウンリンク送信
を受信することがある。何らかのより後の時間に、UE115-aは、地理的カバレッジエリア2
05内の第2の位置に移動することがあるので、第1のダウンリンク送信ビーム210はもはやU
E115-aへの送信に好ましい送信ビームではないことがある。そのような場合、基地局105-
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bおよびUE115-aは、第2のダウンリンク送信ビーム215に切り替えることができ、このこと
は、第2の位置における第1のダウンリンク送信ビーム210に対して相対的に向上した性能
をもたらし得る。図2の例はダウンリンク送信ビーム210および215を示すが、本明細書で
論じられる技法はまた、UE115-aから基地局105-aへのアップリンク送信ビームに適用され
得る。いくつかの場合、第1のダウンリンク送信ビーム210から第2のダウンリンク送信ビ
ーム215に切り替えることの一部として、ダウンリンクビームフォーミングパラメータと
アップリンクビームフォーミングパラメータの両方を修正するために、ビーム相互関係が
使用され得る。
【００６２】
　いくつかの例では、基地局105-aは、ビーム切替コマンドをUE115-aに送信し得る。たと
えば、基地局105-aは、ダウンリンク送信ビーム210の確立の後で、UE115-aとの接続を維
持するために(たとえば、UE115-aからの受信された送信のゲイン測定結果、UE115-aから
の報告された測定結果、1つまたは複数のビーム改良信号、またはこれらの任意の組合せ
に基づく)ビーム追跡動作に関与することがあり、第2のダウンリンク送信ビーム215への
ビーム切替が実行されるべきであることを決定することがある。基地局105-aは、ビーム
切替を実行するためにビーム切替コマンドをUE115-aにシグナリングすることができ、UE1
15-aへの1つまたは複数の後続の送信は、第2のダウンリンク送信ビーム215を使用して行
われ得る。
【００６３】
　上で示されたように、いくつかの場合、ビーム切替コマンドは、PDCCH送信上でDCIにお
いて送信され得る。いくつかの場合、ビーム切替DCIフォーマットは、図3および図4に示
されるものなどの、付加されたビーム切替フィールドを伴う別のDCIフォーマットから導
出され得る。たとえば、ビーム切替コマンドを伴うDCIフォーマットは、ビーム切替フィ
ールドを付加することによって、ビーム切替コマンドを伴わずにDCIフォーマットから導
出され得る。そのようなシナリオでは、UEは、ビーム切替コマンドを伴わないDCIフォー
マットと導出されたDCIフォーマットの両方を監視するように構成されることがあり、UE
がビーム切替フィールドを伴う導出されたDCIフォーマットを検出する場合、ビーム切替
を実行することがある。ビーム切替フィールドのサイズはある数のビットに設定されるこ
とがあり、ビーム切替ペイロードがその数のビットより小さい場合、パディングビットが
使用されることがある。したがって、同じブラインド復号仮説が、ペイロードサイズとは
無関係に、付加されたビーム切替フィールドを伴うDCIフォーマットのために使用され得
る。加えて、または代わりに、フォーマットタイプインジケータまたはアクティブ化ビッ
トが、DCIフォーマットまたはビーム切替フィールドのアクティブ化を示すためにDCIとと
もに含まれ得る。図5に示されるものなどの他の場合には、1つまたは複数のDCIフィール
ドはビーム切替コマンドのために再使用され得る。
【００６４】
　図3は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートするDCIフォーマット300の例を示す。いくつかの例では、DCIフ
ォーマット300は、ワイヤレス通信システム100または200においてDCIを提供するために使
用され得る。この例では、DCIフォーマット300のための第1の復号仮説305は、ビーム切替
コマンドを含まないDCIを提供することができ、DCIフォーマット300のための第2の復号仮
説310は、ビーム切替コマンドを含むDCIを提供することができる。
【００６５】
　図3の例では、第1の数のビット315はDCIビット0からビットN-1を含み得る。いくつかの
場合、第1の数のビット315は、ビーム切替情報を含まないDCI情報を示すために使用され
得るDCIフォーマット300のDCIサイズに対応し得る。たとえば、第1の数のビット315は、
後続のアップリンク送信のためのアップリンクリソース割振り、UE115に送信されるべき
であるダウンリンクデータについての情報、UE115へのダウンリンク送信に関する情報(た
とえば、MCS情報)、アップリンク電力制御情報、またはこれらの任意の組合せを搬送し得
る。いくつかの場合、DCI情報は、アップリンクスケジューリングのためのフォーマット
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、非MIMOダウンリンクスケジューリングのためのフォーマット、MIMOダウンリンクスケジ
ューリングのためのフォーマット、アップリンク電力制御のためのフォーマットなどの、
いくつかの確立されたDCIフォーマットに従ってフォーマットされ得る。各DCIフォーマッ
トは異なる数のビットを有することがあり、DCIを受信するUE115は、DCIを復号してそれ
に含まれる情報を特定するために、異なる代替のDCI長に基づいてブラインド復号を実行
し得る。
【００６６】
　上で示されたように、UE115に比較的少数のブラインド復号を実行させることが望まし
いことがある。したがって、いくつかの事例では、第2の数のビーム切替コマンドDCIビッ
ト320が第1の数のビット315に付加されることがあり、第1の数のビット315は、DCIフォー
マット300のためのビーム切替コマンドを含むことがある。UE115は次いで、第1の復号仮
説305を想定して第1のブラインド復号を実行することができ、ブラインド復号が成功しな
い場合、第2の復号仮説310を想定して第2のブラインド復号を実行することができる。い
ずれの場合でも、第1の数のビット315が復号されることがあり、関連するDCIが特定され
ることがある。第2の復号仮説310のブラインド復号が成功する場合、UE115はまた、第2の
数のビーム切替コマンドDCIビット320のMビットに含まれるビーム切替コマンドを復号し
得る。いくつかの場合、第2の数のビーム切替コマンドDCIビット320は、切り替え先とな
るべきビームと関連付けられるインデックスまたはタグ、および切り替えるべき時間を含
み得る。いくつかの場合、インデックスまたはタグは、新しいビームのための1つまたは
複数のビームフォーミングパラメータにマッピングされることがあり、または、更新され
たビームフォーミングパラメータを導出するために使用されることがある。UE115は次い
で、後続のダウンリンク送信を受信し、後続のアップリンク送信を送信し、またはこれら
の組合せを行うために、修正されたビームフォーミングパラメータを使用し得る。いくつ
かの場合、ビーム切替コマンドは、第2の数のビーム切替コマンドDCIビット320のすべて
のMビットを占有しないことがあり、パディング(たとえば、ゼロパディング)が、第2の数
のビーム切替コマンドDCIビット320の残りのビットのために使用されることがある。
【００６７】
　上で示されたように、いくつかの場合、UE115は、DCIを特定するためにダウンリンク制
御チャネル送信をブラインド復号し得る。いくつかの場合、ブラインド復号の回数が、UE
115に提供され得る1つまたは複数の構成を通じて減らされ得る。いくつかの例では、UE11
5は、ブラインド復号において使用するためのDCIフォーマットの仮説のセットを用いて(
たとえば、RRCシグナリングなどのより高次のレイヤシグナリングを介して、または媒体
アクセス制御(MAC)制御要素(CE)において)構成され得る。たとえば、UE115は、ビーム切
替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含むDCIフォーマットまたは復号仮
説の第1のサブセットと、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドが
存在しないDCIフォーマットまたは復号仮説の第2のサブセットとを用いて構成され得る。
いくつかの場合、DCIフォーマットの第2のサブセットは、DCIフォーマットの第1のサブセ
ットのサブセットであり得る(たとえば、DCIフォーマットのセットの一部またはすべてに
対する異なる復号仮説)。基地局105は、UE115が固定式である場合、またはある期間の間
移動していない場合などに、ビーム切替がUE115に必要とされない可能性があることを特
定することができ、DCIフォーマットまたは復号仮説の第2のサブセットのみが送信され得
ることをUE115にシグナリングすることができる。そのようなUE115は次いで、DCIフォー
マットまたは復号仮説の第2のサブセットを使用してブラインド復号を実行することがで
き、このことは、ブラインド復号候補の数が減らされるので、UE115におけるブラインド
復号の負荷を減らすことができる。他の例では、基地局105は、DCIフォーマットまたは復
号仮説の第2のサブセットに対してブラインド復号を実行し、それに続いて、DCIフォーマ
ットの第2のサブセットに含まれないDCIフォーマットの第1のサブセットの中のDCIフォー
マットのブラインド復号を実行するようにUE115を構成することができ、したがって、ブ
ラインド復号動作は、ビーム切替コマンドが送信される場合にDCIフォーマットの第2のサ
ブセットを超えて進む。
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【００６８】
　いくつかの場合、制御リソースの複数のセットが、監視すべきUE115のために構成され
得る。たとえば、UE115は、LTEにおける複数の制御チャネル(たとえば、PDCCH、enhanced
 PDCCH (ePDCCH)、shortened PDCCH (sPDCCH))またはNRにおける複数の制御リソースセッ
ト(CORESET)を監視し得る。たとえば、監視すべきUE115のために構成される制御リソース
の複数のセットがある場合、構成情報は、制御リソースの任意の追加のセットに対して、
制御リソースの第1のセットを復号するための1つまたは複数の仮説、制御リソースの第2
のセットを復号するための1つまたは複数の異なる仮説などを使用するようにUE115を構成
し得る。ある例では、第1の復号仮説305は第1のCORESETに対応することがあり、第2の復
号仮説310は第2のCORESETに対応することがある。そのような場合、構成情報(たとえば、
RRCシグナリング)は、第1のCORESETの中の第1の復号仮説と、第1のCORESETと異なる第2の
CORESETの中の第2の復号仮説とを選択するようにUE115を構成し得る。UE115は、構成情報
に基づいて、第1のCORESETを復号することを試みるときに第1の復号仮説305を選択し、第
2のCORESETを復号することを試みるときに第2の復号仮説310を選択し得る。加えて、また
は代わりに、構成情報は、CORESET内の異なる探索空間または探索空間セットに対する異
なる仮説を使用するようにUEを構成し得る。したがって、UE115は、UE115のために構成さ
れる制御リソースのセットを、制御リソースのそのセットに対応する復号仮説のサブセッ
トのみを使用して復号し、それにより、UE115が実行し得るブラインド復号の数を減らす
ことができる。
【００６９】
　図4は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートする別のDCIフォーマット400の例を示す。いくつかの例では、DC
Iフォーマット400は、ワイヤレス通信システム100または200においてDCIを提供するため
に使用され得る。この例では、DCIフォーマット400のための第1のDCIペイロード405は、
ビーム切替コマンドを含まないDCIを提供することができ、DCIフォーマット400のための
第2のDCIペイロード410は、ビーム切替コマンドを含むDCIを提供することができる。さら
に、この例では、アクティブ化ビット420は、第1の数のDCIビット415の後にビーム切替コ
マンド425が含まれるかどうかを示し得る。
【００７０】
　図4の例では、第1の数のDCIビット415は、DCIビット0からビットN-1を含むことがあり
、ビーム切替情報を含まないDCI情報を示すために使用されることがある。たとえば、上
で論じられたものと同様に、第1の数のビット415は、後続のアップリンク送信のためのア
ップリンクリソース割振り、UEに送信されるべきであるダウンリンクデータについての情
報、UEへのダウンリンク送信に関する情報(たとえば、MCS情報)、アップリンク電力制御
情報、またはこれらの任意の組合せを搬送し得る。いくつかの場合、第1の数のDCIビット
415は、アップリンクスケジューリングのためのフォーマット、非MIMOダウンリンクスケ
ジューリングのためのフォーマット、MIMOダウンリンクスケジューリングのためのフォー
マット、アップリンク電力制御のためのフォーマットなどの、いくつかの確立されたDCI
フォーマットに従ってフォーマットされ得る。
【００７１】
　UE115は、第1の数のDCIビット415、アクティブ化ビット420、およびビーム切替コマン
ドDCIビット425に基づいてブラインド復号を実行し得る。ビーム切替コマンドが、第1のD
CIペイロード405などに含まれない場合、ビーム切替コマンドDCIビット425-aが非アクテ
ィブ化されていることを示すようにアクティブ化ビット420-aが(たとえば、0に)設定され
得るので、UEはそのようなビットを無視してよく、そのようなビットを解析すること、ま
たは別様に使用することを試みなくてよい。ビーム切替コマンドが、第2のDCIペイロード
410などに含まれない場合、ビーム切替コマンドDCIビット425-bがアクティブ化されてい
ることを示すようにアクティブ化ビット420-bが(たとえば、1に)設定され得るので、UE11
5は、ビーム切替コマンドを特定するために追加のビットを解析して使用し得る。UEは、
ビーム切替フィールドがアクティブである(たとえば、アクティブ化ビット420-bが設定さ
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れる)とき、ビーム切替を実行し得る。したがって、この例では、ビーム切替コマンドを
伴うDCIフォーマット400のDCIペイロードと、ビーム切替コマンドを伴わないDCIフォーマ
ット400のDCIペイロードは同じサイズを有することがあり、UE115において実行されるブ
ラインド復号の数は減らされることがある。
【００７２】
　加えて、または代わりに、ビーム切替コマンド情報を含む特別なDCIフォーマットが定
義されることがあり、そのような特別なDCIフォーマットは、他の情報(たとえば、ダウン
リンクまたはアップリンクスケジューリング割当て/グラント情報)を含まないことがあり
、または、ビーム切替コマンド情報に加えてそのような他の情報を含むことがある。いく
つかの場合、特別なDCIフォーマットは、別のDCIフォーマットから導出されないスタンド
アロンのDCIフォーマットであり得る。そのような場合、追加のブラインド復号が、特別
なDCIフォーマットをブラインド復号するために、UE115におけるブラインド復号動作に追
加され得る。
【００７３】
　図5は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートする別のDCIフォーマット500の例を示す。いくつかの例では、(
そのうちの一部分が図5に示され得る)DCIフォーマット500は、ワイヤレス通信システム10
0または200においてDCIを提供するために使用され得る。この例では、1つまたは複数の既
存のDCIフォーマットは、2つの符号語(CW)のための別々のフィールド、たとえば、2つのC
Wからマッピングされる複数の送信レイヤのための変調およびコーディング方式(MCS)を示
すためのフィールド、すなわち第1のCW515および第2のCW520を含み得る。いくつかの例で
は、各CWはMCSを示すための少なくとも5ビットを使用し得る。送信ランクインジケータ(T
RI)が4以下であるとき、第1のCW515のみがスケジューリングされることがあり、第2のCW
のためのMCSフィールドが使用されないままである。ビーム切替を送信することが望まし
いとき、CWの数は単一のCWに(たとえば、RRCシグナリングを介して)制約されることがあ
り、既存のDCIフォーマット内の第2のCWのためのビットフィールドは、ビーム切替コマン
ドを送信するために再使用されないことがある。いくつかの場合、基地局105は、ビーム
フォーミングされた送信を使用するとき、UEにおけるCWの最大の数に基づいて、ビーム切
替コマンドとして第2のCW520のためのDCIフィールドを再使用するようにUEを構成し得る
。
【００７４】
　したがって、図5の例では、第1のDCIペイロード505は、第1のCW515-aおよび第2のCW520
-aを含み得る。この例では、第1のCW515-aと第2のCW520-aの両方が、2つのCWからマッピ
ングされる複数の送信レイヤのための変調およびコーディング方式を示すために使用され
ることがあるので、第1のCW515-aと第2のCW520-aの両方が、ビーム切替コマンドを含まな
いDCIビットを有する。いくつかの場合、上で示されたように、送信レイヤの数は、1つだ
けのCWが送信されるように制限され得る。たとえば、いくつかのmmW展開では、実務的な
理由で、送信はランク2に限定され得る。そのような場合、第2のDCIペイロード510は、送
信レイヤのためのDCI(たとえば、ランクまたはMCW)を含む第1のCW515-bを含むことがあり
、第2のCW520-aの中のビットは、第2のCW520-bのビーム切替コマンドDCIビットの中のビ
ーム切替コマンド情報を提供するために再使用されることがある。したがって、そのよう
な例では、ビーム切替コマンドのための専用フィールドを割り当てる代わりに、既存のDC
Iフォーマットの中の一部のビットフィールドを再使用することができ、これは、UE115に
おけるブラインド復号動作の数を減らし得る。
【００７５】
　図5の例は、(たとえば、ダウンリンクスケジューリング割当てのための)MCS情報を提供
することができるDCIフォーマットを論じるが、他の例では他のDCIビットフィールドが再
使用され得る。いくつかの場合、基地局105は、ビーム切替がUE115に必要であり得ること
を特定することができ、そのような場合、基地局105は1つまたは複数のパラメータを制約
することができ、このことは、ビーム切替のために再使用され得るDCIのいくつかの部分
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に対するパラメータを固定することができる。図5に関して論じられるように、基地局105
は、送信レイヤの数を制約し(たとえば、送信ランクインジケータ(TRI)を2に制約し)、ビ
ーム切替コマンドDCIビットのためにいくつかのDCIビットを再使用し得る。いくつかの場
合、mmWを使用して動作するとき、そのような制約は常に定位置にあり得る。他の場合、
そのような制約は、RRCシグナリングなどを介して、UE115に提供される構成情報において
示され得る。
【００７６】
　図6は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートする例示的なフロー図600を示す。いくつかの例では、フロー図6
00は、ワイヤレス通信システム100または200においてDCIを提供するために使用され得る
。フロー図600の動作は、図1および図2に関して上で論じられたようなUE115などの受信機
によって実行され得る。
【００７７】
　ブロック605において、UE115はダウンリンク送信を受信し得る。たとえば、UE115は、
基地局105からダウンリンク送信を受信し得る。ダウンリンク送信は、いくつかの例では
、mmWシステムにおける第1のダウンリンク送信ビームを使用して送信され得る。ダウンリ
ンク送信は、UE115の中の受信チェーンにおいて受信されることがあり、この受信チェー
ンは、ダウンリンク送信を復調し、UE115におけるデコーダにいくつかの変調シンボルを
提供することがある。
【００７８】
　ブロック610において、UE115は初期ブラインド復号仮説を選択し得る。いくつかの場合
、初期ブラインド復号仮説は、DCIがその中で送信され得る利用可能なDCIフォーマットの
数に基づいて選択され得る。いくつかの場合、UE115は、ブラインド復号を実行するため
のDCIフォーマットのセットを用いて構成され得る。いくつかの場合、1つのDCIフォーマ
ットが、初期ブラインド復号仮説として選択されることについて優先され得る。いくつか
の例では、ブラインド復号仮説の第2のサブセットのサブセットである、ブラインド復号
仮説の第1のサブセットが構成され得る。いくつかの場合、ブラインド復号仮説の第1のサ
ブセットは、ビーム切替コマンドを含まないDCIを含むことがあり、ブラインド復号仮説
の第2のサブセットは、ビーム切替コマンドを含む、または含まない、DCIを含むことがあ
る。いくつかの例では、UE115は、基地局105によって提供される構成情報を介して(たと
えば、基地局105がビーム切替を実行することを予想する場合、または予想しない場合に)
第1のサブセットまたは第2のサブセットを使用するように構成され得る。
【００７９】
　ブロック615において、UE115は、選択されたブラインド復号仮説を使用して送信をブラ
インド復号し得る。そのようなブラインド復号は、たとえば、選択された復号仮説のDCI
のサイズに従って、復調された変調シンボルを復号するのを試みることを含み得る。
【００８０】
　ブロック620において、UE115は、復号が成功したかどうかを決定し得る。いくつかの場
合、UE115は、復号動作の出力と、復号の成功を示す出力ビットおよび巡回冗長検査(CRC)
を復号がもたらすかどうかとに基づいて、復号が成功したことを決定し得る。たとえば、
UE115は、対応する無線ネットワーク一時識別子(RNTI)を用いて、計算されたCRCを検査し
得る。CRCがそのRNTIを用いて復号に成功する場合、UE115は、復号が成功したことを決定
し得る。
【００８１】
　ブロック625において、復号が成功しなかったと決定される場合、UE115は、次のブライ
ンド復号仮説を選択し、ブロック615および620の動作を繰り返し得る。いくつかの場合、
UE115によって選択される次のブラインド復号仮説は、ブラインド復号に対してまだ試み
られていないDCIに対応し得る。いくつかの場合、UE115は、ブラインド復号仮説の第2の
サブセットの中にある(しかし第1のサブセットの中にない)ブラインド復号のためのDCIを
選択する前に、ブラインド復号仮説の第1のサブセットの中にあるブラインド復号のため
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のDCIを選択し得る。いくつかの場合、UE115は、第1のサブセットの中の復号仮説のみを
試みることができ、成功する復号が実行されない場合、失敗手順を開始することができる
。
【００８２】
　ブロック620において復号が成功しなかったことが決定される場合、UE115は、ブロック
630において、DCIがビーム切替コマンドを含むかどうかを決定し得る。上で論じられたよ
うに、上で図3に関して論じられたものなどのいくつかの場合には、DCIは、他のDCIフィ
ールドに付加されるフィールドにビーム切替コマンドを含め得る。上の図4に関して論じ
られたものなどのいくつかの場合には、アクティブ化ビットの状態は、付加されたDCIフ
ィールドがビーム切替コマンドを含むかどうかを示し得る。図6に関して論じられるもの
などの、またさらなる場合には、1つまたは複数のDCIフィールドは、ビーム切替コマンド
を示すために再使用され得る。
【００８３】
　DCIがビーム切替コマンドを含まないことをUE115が決定する場合、UE115は、ブロック6
35において、既存のビームフォーミングパラメータを維持し得る。UE115は、そのような
既存のビームフォーミングパラメータを使用して、後続のダウンリンク送信を受信し、ま
たは、その割振りがDCIにおいて受信されている可能性があるアップリンク送信を送信す
ることができる。
【００８４】
　DCIがビーム切替コマンドを含むことをUE115が決定する場合、UE115は、ブロック640に
おいて、ビーム切替コマンドの中の情報に少なくとも一部基づいて、そのビームフォーミ
ングパラメータを修正し得る。いくつかの場合、ビーム切替コマンドは、後続の送信に使
用されるべき送信ビームのインデックスを含み得る。このインデックスは、たとえば、修
正されたビームフォーミングパラメータを導出するために使用され得る1つまたは複数の
ビームフォーミングパラメータまたは値にマッピングされ得る。いくつかの場合、ビーム
切替コマンドは、ビーム切替が行われるべき時間に対する時間指示を含み得る。この時間
指示は、たとえば、修正されたビームフォーミングパラメータが使用されるべきサブフレ
ームまたは送信時間間隔(TTI)の指示であり得る。
【００８５】
　図7は、本開示の様々な態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コ
マンドの送信をサポートするプロセスフロー700の例を示す。いくつかの例では、プロセ
スフロー700は、ワイヤレス通信システム100または200の態様を実装し得る。プロセスフ
ロー700は、図1または図2の基地局105の例であり得る基地局105-bと、図1または図2のUE1
15の例であり得るUE115-bとの間の指向性ビームの送信を含み得る。初めに、705において
、基地局105-bおよびUE115-bが接続を確立し得る。そのような接続確立は、確立された接
続確立技法を使用して実行され得る。
【００８６】
　任意選択のブロック710において、基地局105-bはDCIフォーマットを構成し得る。上で
論じられたように、基地局105-bからUE115-bへのDCI情報の送信のために、DCIフォーマッ
トのうちの1つまたは複数が使用され得る。いくつかの場合、基地局105-bは、ブラインド
復号において使用するためのDCIフォーマットの仮説のセットを構成し得る。たとえば、
基地局105-bは、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含むDCI
フォーマットの第1のサブセットと、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフ
ィールドが存在しないDCIフォーマットの第2のサブセットとを構成し得る。いくつかの場
合、DCIフォーマットの第2のサブセットはDCIフォーマットの第1のサブセットのサブセッ
トであり得る。いくつかの場合、基地局105-bは、付加されたビーム切替フィールドのビ
ットを有効化または無効化し得る、DCIの中のアクティブ化ビットを構成し得る。またさ
らなる場合には、基地局105-bは、ビーム切替コマンドを示すために、1つまたは複数のDC
Iフィールドを再使用のために構成し得る。基地局105-bは、RRCシグナリングなどのより
高次のレイヤのシグナリングを介して、またはMAC-CEなどにおいて、構成情報715をUE115



(23) JP 6866533 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

-bに送信し得る。
【００８７】
　任意選択のブロック720において、UE115-bは構成されたDCIフォーマットを特定し得る
。いくつかの場合、UE115-bは、ブラインド復号において使用するためのDCIフォーマット
の仮説のセットを特定し得る。たとえば、構成情報715は、上で論じられたように、DCIフ
ォーマットの第1のサブセットおよびDCIフォーマットの第2のサブセットを構成し得る。
いくつかの場合、やはり上で論じられたように、構成情報715は、付加されたビーム切替
フィールドのビットを有効化または無効化し得る、DCIの中のアクティブ化ビットを構成
し得る。またさらなる場合には、構成情報715は、ビーム切替コマンドを示すために、1つ
または複数のDCIフィールドを再使用のために構成し得る。
【００８８】
　ブロック725において、基地局105-bは、ビーム切替が実行されるべきであることを決定
し得る。いくつかの場合、そのような決定は、UE115-bへのアップリンク送信ビームまた
はダウンリンク送信ビームと関連付けられる1つまたは複数の測定に基づいて行われ得る
。いくつかの場合、1つまたは複数の測定は、アップリンク送信ビームまたはダウンリン
ク送信ビームに対して行われるゲイン測定であることがあり、基地局105-bは、ゲイン測
定結果が閾値未満である場合、または別の送信ビームと関連付けられるゲイン測定結果未
満である場合、ビーム切替が実行されるべきであることを決定し得る。いくつかの場合、
測定は、UE115-bから、または基地局105-bから送信される1つまたは複数のビーム改良信
号に基づいて行われ得る。
【００８９】
　ブロック730において、基地局105-bは、UE115-bへの送信のために新しい送信ビームを
選択し得る。いくつかの場合、UE115-bとの間で確立されている既存の送信ビームより高
いゲインを有する、新しい送信ビームが選択され得る。いくつかの場合、新しい送信ビー
ムは、ビーム改良信号のうちの1つまたは複数のビームフォーミングパラメータに基づい
て選択され得る。
【００９０】
　基地局105-bはDCI送信735においてビーム切替コマンドを送信することができ、DCI送信
735はUE115-bとの確立された送信ビームの第1のビームフォーミングパラメータを使用し
て送信され得る。DCI送信735は、新しい送信ビームのためのビームフォーミングパラメー
タを示し得る、ビーム切替コマンドを含み得る。ビーム切替コマンドは、たとえば、新し
いビームの指示(たとえば、ビームインデックスまたはタグ)に、新しいビームを使用し始
める時間を含み得る。
【００９１】
　ブロック740において、UE115-bはDCI送信を受信して復号し得る。いくつかの場合、DCI
は、DCIの受信に成功するかどうかを決定するために1つまたは複数のブラインド復号仮説
がDCIに対して試みられる、ブラインド復号動作に従って復号され得る。DCIがビーム切替
コマンドを含む場合には、ビーム切替コマンド情報も復号され得る。
【００９２】
　ブロック745において、UE115-bはビームフォーミングパラメータを修正し得る。いくつ
かの場合、ビームフォーミングパラメータは、DCI送信735から復号されたビーム切替コマ
ンドに基づいて修正され得る。いくつかの場合、ビームフォーミングパラメータは、ビー
ム切替コマンドの中のインデックスまたはタグに基づいて修正されることがあり、これは
、新しい送信ビームのために使用されるべきビームフォーミングパラメータの特定のセッ
トを示すことがある。ビームフォーミングパラメータはまた、切り替えが行われるべきで
ある時間を含み得る。
【００９３】
　基地局105-bは、新しい送信ビームおよび修正されたビームフォーミングパラメータを
使用して、1つまたは複数の後続のダウンリンク送信750を送信し得る。いくつかの場合、
後続のダウンリンク送信750は、ビーム切替コマンドに示される時間の後で開始し得る。U
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E115-bは、修正されたビームフォーミングパラメータを使用して、後続のダウンリンク送
信750を受信し得る。
【００９４】
　修正されるビームフォーミングパラメータは後続のダウンリンク送信750に適用される
ものとして説明されるが、いくつかの場合、UE115-bから基地局105-bにアップリンク送信
を送信するための関連するアップリンク送信ビームに対して、1つまたは複数のビームフ
ォーミングパラメータが修正され得る。いくつかの場合、ビーム相互関係が、アップリン
クビームフォーミングパラメータを決定するために使用され得る。他の場合には、別個の
ビーム切替コマンドがアップリンク送信ビームを切り替えるために送信されることがあり
、これは、上で論じられたものと同様の方式で特定され復号されることがある。
【００９５】
　図8は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするワイヤレスデバイス805のブロック図800を示す。ワイヤレスデバイ
ス805は、本明細書で説明されるようなユーザ機器(UE)115の態様の例であり得る。ワイヤ
レスデバイス805は、受信機810、UE通信マネージャ815、および送信機820を含み得る。ワ
イヤレスデバイス805はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(たと
えば、1つまたは複数のバスを介して)互いに通信していることがある。
【００９６】
　受信機810は、ダウンリンク送信について制御チャネルを監視し、パケット、ユーザデ
ータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チャネル、データチャネル、および制
御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信に関する情報など)と関連付
けられる制御情報などの情報を受信し得る。受信機810は、1つまたは複数のビームフォー
ミングパラメータに基づいて異なる送信ビームを介して1つまたは複数のダウンリンク送
信を受信することができ、ビームフォーミングパラメータは、本明細書で提供される技法
に従って切り替えられ得る。受信される情報は、デバイス805の他の構成要素に受け渡さ
れ得る。受信機810は、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)を介してUE通信マネ
ージャ815に少なくとも受信された情報825を送信し得る。受信機810は、図11を参照して
説明されるトランシーバ1135の態様の例であり得る。受信機810は、送信デバイス(たとえ
ば、基地局105)から情報を収集する、単一のアンテナまたはアンテナのセットを利用し得
る。
【００９７】
　UE通信マネージャ815は、受信機810から送信される情報を受信し、本明細書で説明され
る様々な機能を実行し得る。UE通信マネージャ815は、図11を参照して説明されるUE通信
マネージャ1115の態様の例であり得る。
【００９８】
　UE通信マネージャ815は、電気的な接続を介して受信機810から情報825を受信すること
ができ、情報825に少なくとも一部基づいて、UE通信マネージャ815は、第1の送信ビーム
を使用して基地局105との接続を確立し、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールド
を含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2
の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信し、第1の送信ビー
ムを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信し、復号されたDCIを取得するために構
成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号し、復号されたDCIに少なくとも一
部基づいて基地局105と通信することができる。
【００９９】
　UE通信マネージャ815および/またはその様々な副構成要素のうちの少なくともいくつか
は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ファームウェア、また
はそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサによって実行されるソフトウェアで
実装される場合、UE通信マネージャ815および/またはその様々な副構成要素のうちの少な
くともいくつかの機能は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向
け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラ
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マブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、または本開示において説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せによって実行され得る。UE通信マネージャ815、および/またはその様々な副構成要素の
うちの少なくともいくつかは、機能の部分が1つまたは複数の物理デバイスによって異な
る物理的位置に実装されるように分散されることを含めて、様々な場所に物理的に位置し
得る。いくつかの例では、UE通信マネージャ815および/またはその様々な副構成要素のう
ちの少なくともいくつかは、本開示の様々な態様による別個のおよび異なる構成要素であ
り得る。他の例では、UE通信マネージャ815および/またはその様々な副構成要素のうちの
少なくともいくつかは、限定はされないが、I/O構成要素、トランシーバ、ネットワーク
サーバ、別のコンピューティングデバイス、本開示で説明された1つまたは複数の他の構
成要素、または本開示の様々な態様によるそれらの組合せを含む、1つまたは複数の他の
ハードウェア構成要素と結合され得る。
【０１００】
　いくつかの例では、UE通信マネージャ815は、第1の送信ビームを使用して基地局との接
続を確立し、あるダウンリンク制御情報(DCI)フォーマットのDCIを含む第1の送信ビーム
を介してダウンリンク制御チャネル送信を受信し、DCIフォーマットが第1の送信ビームか
ら第2の送信ビームに切り替えるためのビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビット
フィールドを含み、ビーム切替コマンドに基づいて1つまたは複数のビームフォーミング
パラメータを修正し得る。
【０１０１】
　送信機820は、デバイス805の他の構成要素によって生成される信号を受信し、デバイス
805の他の構成要素、または基地局105に、少なくとも受信された信号を送信し得る。いく
つかの例では、送信機820は、電気的な接続を介して、ビーム切替コマンドに基づいて修
正された少なくとも1つまたは複数のビームフォーミングパラメータ830を含む信号を受信
し得る。送信機820は次いで、修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータ
に基づいてアップリンク送信を送信し得る。いくつかの例では、送信機820は、トランシ
ーバモジュールの中で受信機810と併置され得る。たとえば、送信機820は、図11を参照し
て説明されるトランシーバ1135の態様の例であり得る。送信機820は、単一のアンテナま
たはアンテナのセットを利用し得る。
【０１０２】
　図9は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするワイヤレスデバイス905のブロック図900を示す。ワイヤレスデバイ
ス905は、図8を参照して説明されたようなワイヤレスデバイス805またはUE115の態様の例
であり得る。ワイヤレスデバイス905は、受信機910と、UE通信マネージャ915と、送信機9
20とを含み得る。ワイヤレスデバイス905はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成
要素の各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに通信していることがあ
る。
【０１０３】
　受信機910は、ダウンリンク送信について制御チャネルを監視し、基地局105から、パケ
ット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チャネル、データチャ
ネル、および制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信に関する情報
など)と関連付けられる制御情報などの情報を受信し得る。たとえば、受信機910は、制御
リソースのセットごとに構成される復号仮説に従って、UE115のために構成される制御リ
ソースの複数のセットを監視し得る。受信される情報は、デバイス905の他の構成要素に
受け渡され得る。受信機910は、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)を介してUE
通信マネージャ915またはUE通信マネージャ915の1つまたは複数の構成要素に少なくとも
受信された情報940を送信し得る。受信機910は、図11を参照して説明されるトランシーバ
1135の態様の例であり得る。受信機910は、単一のアンテナまたはアンテナのセットを利
用し得る。
【０１０４】
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　UE通信マネージャ915は、電気的な接続を介して受信機910から送信される情報940を受
信することができ、受信された情報をUE通信マネージャ915の1つまたは複数の構成要素に
導くことができる。受信機910から送信された情報に少なくとも一部基づいて、UE通信マ
ネージャ915は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確立し、ビーム切替コ
マンドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィー
ルドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構成する構
成情報を受信し、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受信し、復
号されたDCIを取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号し
、復号されたDCIに少なくとも一部基づいて基地局と通信することができる。いくつかの
場合、UE通信マネージャ915は、電気的な接続を介して1つまたは複数のビームフォーミン
グパラメータ945を送信機920に送信し得る。
【０１０５】
　UE通信マネージャ915は、図11を参照して説明されるUE通信マネージャ1115の態様の例
であり得る。UE通信マネージャ915はまた、送信ビームマネージャ925、DCIマネージャ930
、およびビーム切替構成要素935を含み得る。これらのモジュールの各々は、(たとえば、
1つまたは複数のバスを介して)互いに直接または間接的に通信することができる。
【０１０６】
　送信ビームマネージャ925は、受信機910から送信される情報を受信することができ、第
1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確立することができる。接続は、既知の接
続確立技法に従って確立され得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、
または両方に続いて、第1の送信ビームが確立され得る。第1の送信ビームは、第1の方向
の指向性の第1の送信ビームのためのビームフォーミングパラメータの第1のセットを使用
して確立され得る。
【０１０７】
　DCIマネージャ930は、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応
する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のう
ちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信し、受信機910または送信ビームマ
ネージャ925からの第1の送信を介してダウンリンク制御チャネル送信を受信し得る。いく
つかの場合、構成情報は、制御リソースの複数のセットがUE115のために構成されるとい
う情報を含み得る。いくつかの例では、構成情報は、制御リソースの第1のセットにおけ
る第1の復号仮説および制御リソースの第1のセットとは異なる制御リソースの第2のセッ
トにおける第2の復号仮説を選択するようにUE115を構成し得る。第1の復号仮説は制御リ
ソースの第1のセットに対応することがあり、第2の復号仮説は制御リソースの第2のセッ
トに対応することがある。したがって、DCIマネージャ930は、第1の復号仮説を使用して
制御リソースの第1のセットを復号し、または、第2の復号仮説を使用して制御リソースの
第2のセットを復号し得る。DCIマネージャ930は次いで、復号されたDCIを取得するために
、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を復号し得る。DCIマネージャ930は次
いで、バス(図示せず)を介して送信ビームマネージャ925に復号されたDCIを送信し得る。
いくつかの場合、DCIマネージャ930は、復号されたDCIに少なくとも一部基づいてビーム
切替コマンドを特定し、バス(図示せず)を介してビーム切替コマンドをビーム切替構成要
素935に送信し得る。
【０１０８】
　いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信はあるDCIフォーマットのDCIを含むこ
とがあり、DCIフォーマットは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えるため
のビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含む。いくつかの場合
、DCIマネージャ930は、成功したブラインド復号動作に基づいて、DCIフォーマットとビ
ーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドとを特定し、特定されたDCIフ
ォーマットに従ってDCIを復号し得る。いくつかの場合、DCIマネージャ930は、第1のDCI
フォーマットの1つまたは複数のビットフィールドのサブセットがビーム切替コマンドを
含むことを特定することができ、そのような特定に基づいてビーム切替コマンドを復号す
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ることができる。
【０１０９】
　いくつかの場合、特定することは、第1のDCIフォーマットの構成、送信ランクインジケ
ータ、または無線リソース制御(RRC)シグナリングにおいて提供される指示のうちの1つま
たは複数に基づく。いくつかの場合、予備ビットフィールドが、DCIフォーマットの1つま
たは複数の他のビットフィールドに付加される。いくつかの場合、DCIマネージャ930は、
ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含むDCIフォーマットの第
1のサブセットと、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドが存在し
ないDCIフォーマットの第2のサブセットとを含む、構成情報を受信し得る。いくつかの場
合、DCIマネージャ930は、DCIの第1の部分を復号し、第1の部分が、ビーム切替DCIフィー
ルドがDCIに付加されることを示すアクティブ化ビットを含み、アクティブ化ビットの状
態に基づいてビーム切替DCIフィールドを復号する。DCIマネージャ930は、ビーム切替構
成要素935に、特定されたDCIフォーマット、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数の
ビットフィールド、または復号されたビーム切替DCIフィールドを少なくとも含む情報を
送信し得る。
【０１１０】
　ビーム切替構成要素935は、DCIマネージャ930から送信されるビーム切替コマンドを受
信し、ビーム切替コマンドに基づいて1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを
修正し得る。いくつかの場合、ビーム切替構成要素935は、ビーム切替コマンドに基づい
て1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを特定し得る。いくつかの場合、ビー
ム切替コマンドは、1つまたは複数のビームフォーミングパラメータにマッピングされる
ビームインデックスまたはビームタグと、第2の送信ビームがいつ使用されるべきである
かを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を含む。ビーム切替構成要素935は、ビ
ーム切替コマンドに基づく修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータ945
を少なくとも含む情報を、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)を介して送信機92
0に送信し得る。
【０１１１】
　送信機920は、1つまたは複数の電気的な接続を介してデバイス905の他の構成要素によ
って生成される信号を受信し、デバイス905の他の構成要素、または基地局105に、受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの場合、送信機920は、ビーム切替コマンドに基づいて
修正される1つまたは複数のビームフォーミングパラメータ945を、電気的な接続を介して
ビーム切替構成要素935から受信し得る。送信機920は次いで、修正された1つまたは複数
のビームフォーミングパラメータに少なくとも一部基づいてアップリンク送信を基地局10
5に送信し得る。いくつかの例では、送信機920は、トランシーバモジュールの中で受信機
910と併置され得る。たとえば、送信機920は、図11を参照して説明されるトランシーバ11
35の態様の例であり得る。送信機920は、単一のアンテナまたはアンテナのセットを利用
し得る。
【０１１２】
　図10は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするUE通信マネージャ1015のブロック図1000を示す。UE通信マネージャ
1015は、図8、図9、および図11を参照して説明されるUE通信マネージャ815、UE通信マネ
ージャ915、またはUE通信マネージャ1115の態様の例であり得る。
【０１１３】
　UE通信マネージャ1015は、受信機(たとえば、図8、図9、および図11における、それぞ
れ、受信機810、受信機910、またはトランシーバ1135)から情報を受信することができ、
受信された情報をUE通信マネージャ1015の1つまたは複数の構成要素に導くことができる
。情報に少なくとも一部基づいて、UE通信マネージャ915は、第1の送信ビームを使用して
基地局105との接続を確立し、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに
対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説
のうちから選択するために、UEを構成する構成情報を受信し、第1の送信ビームを介して
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ダウンリンク制御チャネル送信を受信し、復号されたDCIを取得するために構成情報に従
ってダウンリンク制御チャネル送信を復号し、復号されたDCIに少なくとも一部基づいて
基地局と通信することができる。
【０１１４】
　UE通信マネージャ1015は、送信ビームマネージャ1020、DCIマネージャ1025、ビーム切
替構成要素1030、ブラインド復号構成要素1035、および構成マネージャ1040を含み得る。
これらのモジュールの各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに直接ま
たは間接的に通信し得る。
【０１１５】
　送信ビームマネージャ1020は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確立す
るように、受信機810、910、または1135を制御し得る。接続は、既知の接続確立技法に従
って確立され得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続
いて、第1の送信ビームが確立され得る。第1の送信ビームは、第1の方向の指向性の第1の
送信ビームのためのビームフォーミングパラメータの第1のセットを使用して確立され得
る。送信ビームマネージャ1020は、ビームフォーミングパラメータのセットに従って第1
の送信ビームを使用して、確立された接続を介して基地局105から信号を受信するための
、受信機810、910、または1135の動作を制御し得る。
【０１１６】
　構成マネージャ1040は、受信機810、910、または1135を介して、RRCメッセージまたはD
CIメッセージを含むシグナリング1045を受信し、シグナリング1045から構成情報1050を取
得し得る。構成マネージャ1040は、構成情報1050に従ってDCIを復号するためのブライン
ド復号構成要素1035を構成し得る。いくつかの場合、構成マネージャ1040は、電気的な接
続を介して、1つまたは複数の復号仮説のセット、1つまたは複数のDCIフォーマットのセ
ット、DCIフォーマットのセットのサブセット、所与のDCIフォーマットまたはDCIフォー
マットのセットに対してどの復号仮説を使用すべきかなどを含む、構成情報1050をブライ
ンド復号構成要素1035に渡し得る。たとえば、構成マネージャ1040は、構成情報1050を使
用して、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮
説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するた
めに、ブラインド復号構成要素1035を構成し得る。いくつかの場合、構成情報1050は、ブ
ラインド復号構成要素1035によってダウンリンク制御チャネル送信を復号するために使用
されることが可能なDCIフォーマットのセットを示し得る。いくつかの場合、構成情報105
0は、DCIフォーマットのサブセットがブラインド復号動作のためのブラインド復号仮説セ
ットとして使用されるべきであることを示し得る。いくつかの場合、構成情報1050は、DC
Iフォーマットの第1のサブセットおよびDCIフォーマットの第2のサブセットを特定するこ
とができ、DCIフォーマットの第1のサブセットとDCIフォーマットの第2のサブセットの一
方または両方が、ブラインド復号動作のためのブラインド復号仮説セットとして使用され
ることになる。
【０１１７】
　ブラインド復号構成要素1035はまた、受信機810、910、または1135を介して、ダウンリ
ンク制御チャネル送信1055を受信し、構成マネージャ1040から受信された構成情報1050に
従ってダウンリンク制御チャネル送信1055を復号して復号されたDCI1060を取得し得る。
いくつかの場合、ブラインド復号構成要素1035は、構成情報1050において示されるDCIフ
ォーマットのセットに基づいて、1つまたは複数のブラインド復号動作を実行し得る。い
くつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信1055はあるDCIフォーマットのDCIを含むこ
とがあり、DCIフォーマットは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えるため
のビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含む。いくつかの場合
、ブラインド復号構成要素1035が初期のブラインド復号仮説を使用してDCIを復号するこ
とに成功しない場合、予備フィールドがDCIにないという第1の仮説に従ってDCIをブライ
ンド復号すること、予備フィールドがDCIにあるという第2の仮説に従ってDCIをブライン
ド復号すること、または両方に基づいて、予備ビットフィールドが特定され得る。ブライ
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ンド復号構成要素1035は次いで、電気的な接続を介して、復号されたDCI1060をDCIマネー
ジャ1025に受け渡し得る。
【０１１８】
　DCIマネージャ1025は、復号されたDCI1060を受信して処理し得る。DCIマネージャ1025
は、成功したブラインド復号動作に基づいて、DCIフォーマットとビーム切替コマンドを
含む1つまたは複数のビットフィールドとを特定し得る。いくつかの場合、DCIマネージャ
1025は、第1のDCIフォーマットの1つまたは複数のビットフィールドのサブセットがビー
ム切替コマンドを含むことを特定し得る。いくつかの場合、特定することは、構成マネー
ジャ1040から受信される構成情報1050に基づく。いくつかの場合、DCIマネージャ1025は
、DCIフォーマットの構成、送信ランクインジケータ、または無線リソース制御(RRC)シグ
ナリングにおいて提供される指示のうちの1つまたは複数に少なくとも一部基づいて、1つ
または複数のビットフィールドを特定し得る。
【０１１９】
　いくつかの場合、予備ビットフィールドが、DCIフォーマットの1つまたは複数の他のビ
ットフィールドに付加される。いくつかの場合、DCIフォーマットの第1のサブセットは、
ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドと、ビーム切替コマンドを
含む1つまたは複数のビットフィールドが存在しないDCIフォーマットの第2のサブセット
とを含み得る。いくつかの場合、DCIマネージャ1025は、復号されたDCIの第1の部分1060
を処理し、第1の部分が、ビーム切替DCIフィールドがDCIに付加されることを示すアクテ
ィブ化ビットを含み、次いでアクティブ化ビットの状態に基づいてビーム切替DCIフィー
ルドを処理し得る。DCIマネージャ1025は、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)
を介して、復号されたビーム切替コマンドおよび/またはビーム切替DCIフィールドを含む
情報1070をビーム切替構成要素1030に受け渡し得る。
【０１２０】
　ビーム切替構成要素1030は、DCIマネージャ1025から情報1070を受信し、情報1070(たと
えば、復号されたビーム切替コマンド)に基づいて1つまたは複数のビームフォーミングパ
ラメータを修正し得る。いくつかの場合、ビーム切替構成要素1030は、ビーム切替コマン
ドに基づいて1つまたは複数のビームフォーミングパラメータを特定し得る。いくつかの
場合、ビーム切替コマンドは、1つまたは複数のビームフォーミングパラメータにマッピ
ングされるビームインデックスまたはビームタグと、第2の送信ビームがいつ使用される
べきであるかを示すタイミング情報とのうちの1つまたは複数を含む。ビーム切替構成要
素1030は、電気的な接続を介して、修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラ
メータ1075を送信ビームマネージャ1020に受け渡し得る。
【０１２１】
　送信ビームマネージャ1020は、修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメ
ータ1075を受信し、次いで、修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータ
を示す命令1080を、受信機810、910、または1135に出力し得る。受信機810、910、または
1135は、修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータに従って、基地局105
から後続のダウンリンク制御送信および/またはデータチャネル送信を受信し得る。
【０１２２】
　図11は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイス1105を含むシステム1100の図を示す。デバイス1105は、た
とえば、図8および図9を参照して上で説明されたようなワイヤレスデバイス805、ワイヤ
レスデバイス905、またはUE115の構成要素の例であり、またはそれを含み得る。デバイス
1105は、UE通信マネージャ1115、プロセッサ1120、メモリ1125、ソフトウェア1130、トラ
ンシーバ1135、アンテナ1140、およびI/Oコントローラ1145を含む、通信を送信および受
信するための構成要素を含む、双方向の音声とデータの通信のための構成要素を含み得る
。これらの構成要素は、1つまたは複数のバス(たとえば、バス1110)を介して電子的に通
信していることがある。デバイス1105は、1つまたは複数の基地局105とワイヤレスに通信
し得る。



(30) JP 6866533 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

【０１２３】
　UE通信マネージャ1115は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確立し、ビ
ーム切替コマンドを含むビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビッ
トフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UEを構
成する構成情報を受信し、第1の送信ビームを使用してダウンリンク制御チャネル送信を
受信し、復号されたDCIを取得するために構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送
信を復号し、復号されたDCIに少なくとも一部基づいて基地局と通信することができる。
【０１２４】
　プロセッサ1120は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッ
サ、DSP、中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、ASIC、FPGA、プログラマブル論理
デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構成要素、
またはそれらの任意の組合せ)を含み得る。いくつかの場合、プロセッサ1120は、メモリ
コントローラを使用してメモリアレイを操作するように構成され得る。他の場合には、メ
モリコントローラはプロセッサ1120に統合され得る。プロセッサ1120は、バス1110を介し
てメモリ1125に電気的に結合され、デバイス1105に様々な機能を実行させる、メモリ1125
に記憶されているコンピュータ可読命令(たとえば、ソフトウェア1130)を実行するように
構成されることがある。たとえば、プロセッサ1120は、バス1110を介してトランシーバ11
35からあるDCIフォーマットのDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信を受信することが
でき、バス1110を介してプロセッサ1120に電気的に結合されるUE通信マネージャ1115に、
受信されたダウンリンク制御チャネル送信に含まれるビーム切替コマンドがもしあればそ
れに基づいて、ビーム切替動作を実行させることができる。いくつかの場合、プロセッサ
1120は、バス1110を介してI/Oコントローラ1145に電気的に結合され、I/Oコントローラ11
45にデバイス1105のための入力信号および出力信号を管理させ得る。
【０１２５】
　メモリ1125は、ランダムアクセスメモリ(RAM)と読取り専用メモリ(ROM)とを含み得る。
メモリ1125は、実行されると、本明細書で説明される様々な機能をプロセッサに実行させ
る命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ実行可能ソフトウェア1130を記憶し得る
。いくつかの場合、メモリ1125は、特に、周辺構成要素またはデバイスとの対話などの、
基本的なハードウェアまたはソフトウェア動作を制御し得る基本入出力システム(BIOS)を
含み得る。
【０１２６】
　ソフトウェア1130は、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信を
サポートするためのコードを含む、本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソ
フトウェア1130は、システムメモリまたは他のメモリなどの非一時的コンピュータ可読媒
体に記憶され得る。いくつかの場合、ソフトウェア1130は、プロセッサによって直接実行
可能ではないことがあるが、本明細書で説明される機能をコンピュータに(たとえば、コ
ンパイルおよび実行されたとき)実行させ得る。
【０１２７】
　トランシーバ1135は、上で説明されたように、1つまたは複数のアンテナ、有線リンク
、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ1135
は、ワイヤレストランシーバを表すことがあり、別のワイヤレストランシーバと双方向に
通信することができる。トランシーバ1135はまた、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信のためにアンテナに提供し、アンテナから受信されたパケットを復調するモデム
を含み得る。いくつかの場合、トランシーバ1135は、バス1110を介してアンテナ1140から
あるDCIフォーマットのDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信を受信し、受信されたダ
ウンリンク制御チャネル送信をプロセッサ1120に送信することができ、このことは、受信
されたDCIフォーマットをUE通信マネージャ1115に復号させる。
【０１２８】
　いくつかの場合、ワイヤレスデバイス1105は単一のアンテナ1140を含み得る。しかしな
がら、いくつかの場合、デバイス1105は2つ以上のアンテナ1140を有することがあり、こ
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れらのアンテナ1140は、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能で
あり得る。
【０１２９】
　I/Oコントローラ1145は、デバイス1105のための入力信号および出力信号を管理し得る
。I/Oコントローラ1145はまた、デバイス1105に統合されない周辺機器を管理し得る。い
くつかの場合、I/Oコントローラ1145は、外部周辺機器への物理接続またはポートを表し
得る。いくつかの場合、I/Oコントローラ1145は、iOS(登録商標)、ANDROID(登録商標)、M
S-DOS(登録商標)、MS-WINDOWS(登録商標)、OS/2(登録商標)、UNIX(登録商標)、LINUX(登
録商標)、または別の知られているオペレーティングシステムなどの、オペレーティング
システムを利用し得る。他の場合には、I/Oコントローラ1145は、モデム、キーボード、
マウス、タッチスクリーン、または類似のデバイスを表すことがあり、またはそれらと相
互作用することがある。いくつかの場合、I/Oコントローラ1145は、プロセッサの一部と
して実装され得る。いくつかの場合、ユーザは、I/Oコントローラ1145を介して、またはI
/Oコントローラ1145によって制御されたハードウェア構成要素を介して、デバイス1105と
対話し得る。
【０１３０】
　図12は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするワイヤレスデバイス1205のブロック図1200を示す。ワイヤレスデバ
イス1205は、本明細書で説明される基地局105の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイ
ス1205は、受信機1210、基地局通信マネージャ1215、および送信機1220を含み得る。ワイ
ヤレスデバイス1205はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(たと
えば、1つまたは複数のバスを介して)互いに通信していることがある。
【０１３１】
　受信機1210は、アップリンク送信について制御チャネルを監視し、UE115から、パケッ
ト、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チャネル、データチャネ
ル、および制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信に関する情報な
ど)と関連付けられる制御情報などの情報を受信し得る。情報は、デバイス1205の他の構
成要素に受け渡され得る。受信機1210は、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)を
介して基地局通信マネージャ1215または基地局通信マネージャ1215の構成要素のうちの1
つまたは複数に受信された情報1225を送信し得る。受信機1210は、図15を参照して説明さ
れるトランシーバ1535の態様の例であり得る。受信機1210は、単一のアンテナまたはアン
テナのセットを利用し得る。
【０１３２】
　基地局通信マネージャ1215は、電気的な接続を介して、受信機1210から送信される情報
1225を受信し得る。基地局通信マネージャ1215は、第1の送信ビームを使用してUE115との
接続を確立し、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応する第1の
復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択
するために、UE115を構成するための構成情報を送信し、構成情報に従ってダウンリンク
制御チャネル送信1230を生成することができ、送信機1220は、電気的な接続を介して基地
局通信マネージャ1215から受信される第1の送信ビームを使用してダウンリンク制御チャ
ネル送信1230を送信することができる。送信機1220は次いで、第1の送信ビームを使用し
て、ダウンリンク制御チャネル送信1230をUE115に送信する。基地局通信マネージャ1215
は、図15を参照して説明される基地局通信マネージャ1515の態様の例であり得る。
【０１３３】
　基地局通信マネージャ1215および/またはその様々な副構成要素のうちの少なくともい
くつかは、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ファームウェア
、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサによって実行されるソフトウ
ェアで実装される場合、基地局通信マネージャ1215および/またはその様々な副構成要素
のうちの少なくともいくつかの機能は、汎用プロセッサ、DSP、ASIC、FPGAまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
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成要素、または本開示で説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せによって実行され得る。基地局通信マネージャ1215および/またはその様々な副構成要
素のうちの少なくともいくつかは、機能の部分が1つまたは複数の物理デバイスによって
異なる物理的位置において実装されるように分散されることを含めて、様々な場所に物理
的に位置し得る。いくつかの例では、基地局通信マネージャ1215および/またはその様々
な副構成要素のうちの少なくともいくつかは、本開示の様々な態様による別個の異なる構
成要素であり得る。他の例では、基地局通信マネージャ1215および/またはその様々な副
構成要素のうちの少なくともいくつかは、限定はされないが、I/O構成要素、トランシー
バ、ネットワークサーバ、別のコンピューティングデバイス、本開示で説明される1つま
たは複数の他の構成要素、または本開示の様々な態様によるそれらの組合せを含む、1つ
または複数の他のハードウェア構成要素と組み合わされ得る。
【０１３４】
　いくつかの場合、基地局通信マネージャ1215は、第1の送信ビームを使用してUEとの接
続を確立し、UEが第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えられるべきであること
を決定し、あるDCIフォーマットのDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマッ
トすることができ、そのDCIフォーマットは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切
り替えるためのビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含む。
【０１３５】
　送信機1220は、デバイス1205の他の構成要素によって生成された信号を受信して送信す
ることができる。いくつかの場合、送信機1220は、第1の送信ビームを介して構成情報をU
E115に送信するための、基地局通信マネージャ1215から送信される構成情報を受信し得る
。この構成は、制御リソースの複数のセットがUE115のために構成されることを示し得る
。いくつかの例では、送信機1220は、トランシーバモジュールの中で受信機1210と併置さ
れ得る。たとえば、送信機1220は、図15を参照して説明されるトランシーバ1535の態様の
例であり得る。送信機1220は、単一のアンテナまたはアンテナのセットを利用し得る。送
信機1220は次いで、第1の送信ビームを介して、ダウンリンク制御チャネル送信をUEに送
信し得る。
【０１３６】
　図13は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするワイヤレスデバイス1305のブロック図1300を示す。ワイヤレスデバ
イス1305は、図12を参照して説明されたような、ワイヤレスデバイス1205または基地局10
5の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス1305は、受信機1310、基地局通信マネージ
ャ1315、および送信機1320を含み得る。ワイヤレスデバイス1305はまた、プロセッサを含
み得る。これらの構成要素の各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに
通信していることがある。
【０１３７】
　受信機1310は、アップリンク送信について制御チャネルを監視し、パケット、ユーザデ
ータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チャネル、データチャネル、および制
御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信に関する情報など)と関連付
けられる制御情報などの情報を受信し得る。受信される情報1340は、デバイスの他の構成
要素に受け渡され得る。受信機1310は、電気的な接続(たとえば、ワイヤまたはバス)を介
して基地局通信マネージャ1315に少なくとも受信された情報1340を送信し得る。受信機13
10は、図15を参照して説明されるトランシーバ1535の態様の例であり得る。受信機1310は
、単一のアンテナまたはアンテナのセットを利用し得る。
【０１３８】
　基地局通信マネージャ1315は、電気的な接続を介して受信機1310から送信される情報13
40を受信することができ、受信された情報を基地局通信マネージャ1315の1つまたは複数
の構成要素に導くことができる。基地局通信マネージャ1315は、第1の送信ビームを使用
してUE115との接続を確立し、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに
対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説
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のうちから選択するために、UE115を構成するための構成情報を送信し、構成情報に従っ
てダウンリンク制御チャネル送信1345を生成することができ、送信機1320は、電気的な接
続を介してダウンリンク制御チャネル送信1345を受信することができる。送信機1320は次
いで、第1の送信ビームを使用して、ダウンリンク制御チャネル送信をUE115に送信する。
基地局通信マネージャ1315は、図15を参照して説明される基地局通信マネージャ1515の態
様の例であり得る。基地局通信マネージャ1315はまた、送信ビームマネージャ1325、ビー
ム切替構成要素1330、およびDCIマネージャ1335を含み得る。これらの構成要素の各々は
、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに通信していることがある。
【０１３９】
　送信ビームマネージャ1325は、受信機1310から送信される情報を少なくとも受信するこ
とができ、第1の送信ビームを使用してUE115との接続を確立することができる。接続は、
既知の接続確立技法に従って確立され得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改
良手順、または両方に続いて、第1の送信ビームが確立され得る。第1の送信ビームは、第
1の方向の指向性の第1の送信ビームのためのビームフォーミングパラメータの第1のセッ
トを使用して確立され得る。送信ビームマネージャ1325は、確立された接続を少なくとも
含む情報を、バスを介して基地局通信マネージャ1315の1つまたは複数の構成要素に送信
し得る。
【０１４０】
　ビーム切替構成要素1330は、受信機1310から送信された情報に少なくとも一部基づいて
、第1の送信ビームから第2の送信ビームにUE115が切り替えられるべきであることを決定
し得る。いくつかの場合、ビーム切替構成要素1330は、第2の送信ビームの1つまたは複数
のビームフォーミングパラメータにマッピングされるビームインデックスまたはビームタ
グと、第2の送信ビームがいつ使用されるべきであるかを示すタイミング情報とのうちの1
つまたは複数を特定し得る。この情報はビーム切替コマンドに含まれ得る。ビーム切替コ
マンド1330は、第1の送信ビームを介してUE115にビーム切替コマンドを送信するための、
少なくともビーム切替コマンドを送信機1320に受け渡し得る。
【０１４１】
　DCIマネージャ1335は、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能なDCIフォーマットの
セットからのあるDCIフォーマットを使用するDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信を
フォーマットし、DCIを含むダウンリンク制御チャネル送信を送信ビームマネージャ1325
または送信機1320に送信し得る。いくつかの場合、DCIマネージャ1335は、受信機1310か
ら送信される情報、または、基地局通信マネージャ1315もしくはワイヤレスデバイス1305
の他の構成要素から受信される1つまたは複数の信号に少なくとも一部基づいて、あるDCI
フォーマットのDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットし得る。DCIフォ
ーマットは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えるためのビーム切替コマン
ドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含み得る。
【０１４２】
　いくつかの場合、DCIマネージャ1335は、ビーム切替コマンドを含むようにあるDCIフォ
ーマットで予備ビットフィールドをフォーマットし得る。いくつかの場合、予備ビットフ
ィールドが、DCIフォーマットの1つまたは複数の他のビットフィールドに付加される。い
くつかの場合、DCIマネージャ1335は、DCIの第1の部分を符号化することであって、第1の
部分が、ビーム切替DCIフィールドがDCIに付加されることを示すアクティブ化ビットを含
む、符号化することと、アクティブ化ビットの状態に基づいてビーム切替DCIフィールド
を符号化することとによって、ダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットし得る。い
くつかの場合、DCIマネージャ1335は、ビーム切替コマンドを示すためにDCIフォーマット
の1つまたは複数のビットフィールドを再使用することによって、ダウンリンク制御チャ
ネル送信をフォーマットし得る。DCIマネージャ1335は、DCIを含むフォーマットされたダ
ウンリンク制御チャネル送信を少なくとも含む情報を、少なくともその情報を1つまたは
複数のUE115に送信するための電気的な接続または送信機1320を介して、少なくとも送信
ビームマネージャ1325に送信し得る。
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【０１４３】
　送信機1320は、デバイス1305の他の構成要素によって生成された信号を受信して送信す
ることができる。いくつかの場合、送信機1320は、第1の送信ビームを介してダウンリン
ク制御チャネル送信をUE115に送信するためのダウンリンク制御チャネル送信をDCIマネー
ジャ1335から受信し得る。いくつかの例では、送信機1320は、トランシーバモジュールの
中で受信機1310と併置され得る。たとえば、送信機1320は、図15を参照して説明されるト
ランシーバ1535の態様の例であり得る。送信機1320は、単一のアンテナまたはアンテナの
セットを利用し得る。
【０１４４】
　図14は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートする基地局通信マネージャ1415のブロック図1400を示す。基地局通信マ
ネージャ1415は、第1の送信ビームを使用してUE115との接続を確立し、ビーム切替コマン
ドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビットフィールド
を含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UE115を構成するた
めの構成情報を送信し、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成し、送信
機(たとえば、図12、図13、および図15を参照して説明された送信機1220、送信機1320、
またはトランシーバ1535)を介して、第1の送信ビームを使用してダウンリンク制御チャネ
ル送信をUE115に送信し得る。基地局通信マネージャ1415は、図12、図13、および図15を
参照して説明される基地局通信マネージャ1215、1315、および1515の態様の例であり得る
。基地局通信マネージャ1415は、送信ビームマネージャ1420、ビーム切替構成要素1425、
DCIマネージャ1430、および構成マネージャ1435を含み得る。これらのモジュールの各々
は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに直接または間接的に通信し得る。
【０１４５】
　送信ビームマネージャ1420は、第1の送信ビームを使用してUE115との接続を確立するよ
うに、送信機1220、1320、または1535を制御し得る。接続は、既知の接続確立技法に従っ
て確立され得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続い
て、第1の送信ビームが確立され得る。第1の送信ビームは、第1の方向の指向性の第1の送
信ビームのためのビームフォーミングパラメータの第1のセットを使用して確立され得る
。
【０１４６】
　構成マネージャ1435は、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウンリ
ンク制御情報(DCI)に対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対
応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UE115を構成するための構成情報1450を
生成し得る。いくつかの場合、構成情報1450は、制御リソースの複数のセットがUE115の
ために構成されるという情報を含み得る。ある例では、構成情報は、制御リソースの第1
のセットにおける第1の復号仮説および制御リソースの第1のセットとは異なる制御リソー
スの第2のセットにおける第2の復号仮説を選択するようにUE115を構成し得る。そのよう
な場合、第1の復号仮説は制御リソースの第1のセットに対応することがあり、第2の復号
仮説は制御リソースの第2のセットに対応することがある。したがって、UE115は、制御リ
ソースの第1のセットを復号するために第1の復号仮説を使用し、または制御リソースの第
2のセットを復号するために第2の復号仮説を使用し得る。いくつかの場合、構成情報1450
は、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能なDCIフォーマットのセットを示し得る。
いくつかの場合、構成情報1450は、ダウンリンク制御チャネル送信のためのブラインド復
号仮説セットとしてDCIフォーマットのサブセットが使用されるべきであること、または
、DCIフォーマットの第1のサブセットとDCIフォーマットの第2のサブセットの両方がダウ
ンリンク制御チャネル送信のためのブラインド復号仮説セットとして使用されるべきであ
ることについての指示を含み得る。いくつかの場合、構成情報1450は、1つまたは複数の
ビットフィールドがビーム切替コマンドのために再使用されることの指示を含み得る。い
くつかの場合、構成情報1450は、DCIフォーマットの構成、送信ランク指示などのうちの1
つまたは複数を示し得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能な
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DCIフォーマットのセットは、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィール
ドを含むDCIフォーマットの第1のサブセットと、ビーム切替コマンドを含む1つまたは複
数のビットフィールドが存在しないDCIフォーマットの第2のサブセットとを含む。
【０１４７】
　いくつかの場合、構成マネージャ1435は、送信機1220、1320、または1535に、RRCシグ
ナリングにおいて構成情報1450をUE115へ送信させるために、構成情報1450を送信ビーム
マネージャ1420に受け渡し得る。いくつかの場合、構成マネージャ1435は、UE115におい
て実行されるべきブラインド復号処理に対応するDCIを生成するための構成情報1450をDCI
マネージャ1430に送信し得る。
【０１４８】
　ビーム切替構成要素1425は、第1のビームを使用して確立された接続を介して(たとえば
、トランシーバ1535を介して)UE115からチャネル情報1455(たとえば、CQI)を受信し得る
。ビーム切替構成要素1425は、受信されたチャネル情報1455に少なくとも一部基づいて、
第1の送信ビームから第2の送信ビームにUE115が切り替えられるべきであることを決定し
得る。いくつかの場合、ビーム切替構成要素1425は、第2の送信ビームの1つまたは複数の
ビームフォーミングパラメータにマッピングされるビームインデックスまたはビームタグ
と、第2の送信ビームがいつ使用されるべきであるかを示すタイミング情報とのうちの1つ
または複数を特定し得る。この情報の一部またはすべてが、DCIにおけるUE115への送信の
ためにビーム切替コマンド1460に含まれ得る。ビーム切替構成要素1425は、電気的な接続
を介して、少なくともビーム切替コマンド1460を含む情報をDCIマネージャ1430に送信し
得る。
【０１４９】
　DCIマネージャ1430は、構成マネージャ1435から構成情報1450を、およびビーム切替構
成要素1425からビーム切替コマンド1460を受信し得る。いくつかの場合、DCIマネージャ1
430は、構成情報1450およびビーム切替コマンド1460に従って、DCIを含むダウンリンク制
御チャネル送信をフォーマットし得る。いくつかの場合、DCIマネージャ1430は、ダウン
リンク制御チャネル送信に利用可能なDCIフォーマットのセットからのあるDCIフォーマッ
トを使用するDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットすることができ、D
CIフォーマットのセットは構成情報1450に従って構成される。いくつかの場合、DCIマネ
ージャ1430は、あるDCIフォーマットのDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォー
マットすることができ、DCIフォーマットは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切
り替えるためのビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィールドを含む。
【０１５０】
　いくつかの場合、DCIマネージャ1430は、ビーム切替コマンドを含むようにDCIフォーマ
ットで予備ビットフィールドをフォーマットし得る。いくつかの場合、予備ビットフィー
ルドが、DCIフォーマットの1つまたは複数の他のビットフィールドに付加される。いくつ
かの場合、DCIマネージャ1430は、DCIの第1の部分を符号化することであって、第1の部分
が、ビーム切替DCIフィールドがDCIに付加されることを示すアクティブ化ビットを含む、
符号化することと、アクティブ化ビットの状態に基づいてビーム切替DCIフィールドを符
号化することとによって、ダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットし得る。いくつ
かの場合、DCIマネージャ1430は、ビーム切替コマンドを示すためにDCIフォーマットの1
つまたは複数のビットフィールドを再使用することによって、ダウンリンク制御チャネル
送信をフォーマットし得る。DCIマネージャ1430は、フォーマットされたダウンリンク制
御チャネル送信1470を、送信機(たとえば、図12、図13、および図15の送信機1220、1320
、および1535)に、第1のまたは他の送信ビームを介して1つまたは複数のUE115へ送信させ
るための、電気的な接続を介して、DCIを含む少なくともフォーマットされたダウンリン
ク制御チャネル送信を含む情報1465を送信ビームマネージャ1420に送信し得る。
【０１５１】
　図15は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信をサポートするデバイス1505を含むシステム1500の図を示す。デバイス1505は、た
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とえば、図1を参照して上で説明されたような、基地局105の構成要素の例であることがあ
り、またはそれを含むことがある。デバイス1505は、基地局通信マネージャ1515、プロセ
ッサ1520、メモリ1525、ソフトウェア1530、トランシーバ1535、アンテナ1540、ネットワ
ーク通信マネージャ1545、および局間通信マネージャ1550を含む、通信を送信および受信
するための構成要素を含む双方向の音声とデータ通信のための構成要素を含み得る。これ
らの構成要素は、バス1510を介して電子的に通信していることがある。
【０１５２】
　基地局通信マネージャ1515は、第1の送信ビームを使用してUE115との接続を確立し、ビ
ーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCIに対応する第1の復号仮説およびビ
ットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UE11
5を構成するための構成情報を送信し、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信
を生成し、第1の送信ビームを使用してダウンリンク制御チャネル送信をUE115に送信し得
る。いくつかの場合、基地局通信マネージャ1515は、バス1510を介してダウンリンク制御
チャネル送信をトランシーバ1535に送信することができ、トランシーバ1535は次いで、バ
ス1510を介してダウンリンク制御チャネル送信をアンテナ1540に送信することができる。
アンテナ1540は次いで、第1の送信ビームを使用して、ダウンリンク制御チャネル送信をU
E115に送信し得る。
【０１５３】
　プロセッサ1520は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッ
サ、DSP、CPU、マイクロコントローラ、ASIC、FPGA、プログラマブル論理デバイス、個別
ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構成要素、またはそれらの
任意の組合せ)を含み得る。いくつかの場合、プロセッサ1520は、メモリコントローラを
使用してメモリアレイを動作させるように構成され得る。他の場合には、メモリコントロ
ーラはプロセッサ1520に統合され得る。プロセッサ1520は、様々な機能(たとえば、制御
チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信をサポートする機能またはタス
ク)を実行するために、バス1510を介してプロセッサ1520に電気的に結合されるメモリ152
5に記憶されているコンピュータ可読命令を実行するように構成され得る。いくつかの場
合、プロセッサ1520は、バス1510を介してトランシーバ1535によって送信される情報(た
とえば、CQI)に基づいて命令を実行し得る。いくつかの場合、プロセッサ1520は、本明細
書で説明される様々な機能(たとえば、ビーム切替コマンドを含む、あるDCIフォーマット
のDCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットすること)を、バス1510を介し
てプロセッサ1520に電気的に結合される基地局通信マネージャ1515に実行させ得る。いく
つかの場合、プロセッサ1520は、コアネットワーク130との通信および1つまたは複数の他
の基地局105との通信を管理するために、それぞれ、バス1510を介してネットワーク通信
マネージャ1545から受信された信号、または、バス1510を介して局間通信マネージャ1550
から受信された信号に基づいて、命令を実行し得る。
【０１５４】
　メモリ1525はRAMおよびROMを含み得る。メモリ1525は、実行されると、本明細書で説明
される様々な機能をプロセッサ1520に実行させる命令を含む、コンピュータ可読のコンピ
ュータ実行可能ソフトウェア1530を記憶し得る。いくつかの場合、メモリ1525は、特に、
周辺構成要素または周辺デバイスとの相互作用などの基本的なハードウェアまたはソフト
ウェア動作を制御し得るBIOSを含み得る。
【０１５５】
　ソフトウェア1530は、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンドの送信を
サポートするためのコードを含む、本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソ
フトウェア1530は、システムメモリまたは他のメモリなどの非一時的コンピュータ可読媒
体に記憶され得る。いくつかの場合、ソフトウェア1530は、プロセッサによって直接実行
可能ではないことがあるが、本明細書で説明される機能をコンピュータに(たとえば、コ
ンパイルおよび実行されたとき)実行させ得る。
【０１５６】
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　トランシーバ1535は、上で説明されたように、1つまたは複数のアンテナ、有線リンク
、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ1535
は、ワイヤレストランシーバを表すことがあり、別のワイヤレストランシーバと双方向に
通信することができる。トランシーバ1535はまた、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信のためにアンテナに提供し、アンテナから受信されたパケットを復調するモデム
を含み得る。いくつかの場合、トランシーバ1535は、アンテナ1540を介して、ビーム切替
コマンドを含むダウンリンク制御チャネル送信をUEに送信し得る。
【０１５７】
　いくつかの場合、ワイヤレスデバイス1505は単一のアンテナ1540を含み得る。しかしな
がら、いくつかの場合、デバイスは、複数のワイヤレス送信を並行して送信または受信す
ることが可能であり得る複数のアンテナ1540を有し得る。
【０１５８】
　ネットワーク通信マネージャ1545は、(たとえば、1つまたは複数の有線バックホールリ
ンクを介して)コアネットワークとの通信を管理し得る。たとえば、ネットワーク通信マ
ネージャ1545は、1つまたは複数のUE115などの、クライアントデバイスのためのデータ通
信の転送を管理し得る。
【０１５９】
　局間通信マネージャ1550は、他の基地局105との通信を管理することができ、他の基地
局105と協働してUE115との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み
得る。たとえば、局間通信マネージャ1550は、ビームフォーミングまたはジョイント送信
などの様々な干渉緩和技法のためのUE115への送信のためのスケジューリングを協調させ
得る。いくつかの例では、局間通信マネージャ1550は、基地局105間の通信を行うために
、Long Term Evolution (LTE)/LTE-Aワイヤレス通信ネットワーク技術内のX2インターフ
ェースを提供し得る。
【０１６０】
　図16は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法1600を示すフローチャートを示す。方法1600の動作は、本明細書で説明され
たようなUE115またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1600の動作は
、図8～図11を参照して説明されたような、UE通信マネージャ815、915、1015、および111
5によって実行され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明される機能を実行する
ようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。加えて、また
は代わりに、UE115は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実
行し得る。
【０１６１】
　ブロック1605において、UE115は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確
立し得る。ブロック1605の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。い
くつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が確立され
得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供するビームフ
ォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1605の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、送信ビームマネージャ
によって実行され得る。
【０１６２】
　ブロック1610において、UE115は、ダウンリンク送信について制御チャネルを監視し、
あるダウンリンク制御情報(DCI)フォーマットのDCIを含む第1の送信ビームを介してダウ
ンリンク制御チャネル送信を受信し得る。DCIフォーマットは、第1の送信ビームから第2
の送信ビームに切り替えるためのビーム切替コマンドを含む1つまたは複数のビットフィ
ールドを含み得る。ブロック1610の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され
得る。いくつかの場合、DCIフォーマットは、ブラインド復号仮説セットのうちの1つまた
は複数のブラインド復号仮説が試みられる、ブラインド復号処理を使用して特定され得る
。いくつかの場合、DCIはビーム切替コマンドを含む予備ビットフィールドを含むことが
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あり、これは1つまたは複数の他のDCIビットフィールドに付加される。いくつかの場合、
DCIは、ビーム切替コマンドを示すために1つまたは複数の再使用されたDCIビットフィー
ルドを含み得る。いくつかの例では、ブロック1610の動作の態様は、図8～図11を参照し
て説明されたDCIマネージャによって実行され得る。
【０１６３】
　ブロック1615において、UE115は、ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、1つ
または複数のビームフォーミングパラメータを修正し得る。ブロック1615の動作は、本明
細書で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、1つまたは複数のビーム
フォーミングパラメータは、ビーム切替コマンドに基づいて修正され得る。いくつかの場
合、ビーム切替コマンドは、修正されたビームフォーミングパラメータを示すビームイン
デックスまたはタグを含み得る。ビームインデックスまたはタグは、いくつかの例では、
修正された1つまたは複数のビームフォーミングパラメータと関連付けられるビーム改良
信号に関連付けられ得る。いくつかの場合、ビーム切替コマンドはまた、修正されたビー
ムフォーミングパラメータがいつ使用されるべきであるかを示す時間を含み得る。いくつ
かの例では、ブロック1615の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、ビ
ーム切替構成要素によって実行され得る。
【０１６４】
　ブロック1620において、UE115は、第2の送信ビームを介して1つまたは複数の後続のダ
ウンリンク送信を受信し得る。ブロック1620の動作は、本明細書で説明された方法に従っ
て実行され得る。いくつかの場合、1つまたは複数の後続のダウンリンク送信は、制御情
報のデータを含み得る1つまたは複数のダウンリンク送信を含み得る。いくつかの例では
、ブロック1620の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、受信機によっ
て実行され得る。
【０１６５】
　図17は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法1700を示すフローチャートを示す。方法1700の動作は、本明細書で説明され
たようなUE115またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1700の動作は
、図8～図11を参照して説明されたような、UE通信マネージャ815、915、1015、および111
5によって実行され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明される機能を実行する
ようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。加えて、また
は代わりに、UE115は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実
行し得る。
【０１６６】
　ブロック1705において、UE115は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確
立し得る。ブロック1705の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。い
くつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が確立され
得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供するビームフ
ォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1705の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、送信ビームマネージャ
によって実行され得る。
【０１６７】
　ブロック1710において、UE115は、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能なDCIフォ
ーマットのセットを示す構成情報を受信し得る。ブロック1710の動作は、本明細書で説明
された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、構成情報は、RRCシグナリングなど
のより高次のレイヤのシグナリングにおいて、または基地局から送信されるMAC-CEにおい
て受信され得る。いくつかの場合、構成情報は、DCI情報のいくつかのサブセットがブラ
インド復号動作に利用可能であることを示し得る。いくつかの例では、ブロック1710の動
作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、構成マネージャによって実行され
得る。
【０１６８】
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　ブロック1715において、UE115は、ブラインド復号動作のためのブラインド復号仮説セ
ットとしてDCIフォーマットの第2のサブセットが使用されるべきであること、または、DC
Iフォーマットの第1のサブセットとDCIフォーマットの第2のサブセットの両方がブライン
ド復号動作のためのブラインド復号仮説セットとして使用されるべきであることについて
の指示を受信し得る。ブロック1715の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行さ
れ得る。いくつかの場合、DCIフォーマットの第1のサブセットはビーム切替コマンドを含
まないDCIフォーマットを含むことがあり、DCIフォーマットの第2のサブセットは、ビー
ム切替コマンドを含まないDCIフォーマットに加えてビーム切替コマンドを含むDCIフォー
マットを含むことがある。いくつかの場合、UEは、DCIフォーマットのサブセットのうち
の示されたセットに基づいて、ブラインド復号動作において使用される仮説を制限し得る
。いくつかの例では、ブロック1715の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたよ
うな、構成マネージャによって実行され得る。
【０１６９】
　ブロック1720において、UE115は、DCIフォーマットのセットに少なくとも一部基づいて
、1つまたは複数のブラインド復号動作を実行し得る。ブロック1720の動作は、本明細書
で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、UE115は、第1の復号仮説に従
ってDCIをブラインド復号することを試み、復号が成功するかどうかに応じて、1つまたは
複数の他のブラインド復号仮説を復号することを試み得る。いくつかの例では、ブロック
1720の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、ブラインド復号構成要素
によって実行され得る。
【０１７０】
　ブロック1725において、UE115は、成功したブラインド復号動作に少なくとも一部基づ
いて、DCIフォーマットとビーム切替コマンドを備える1つまたは複数のビットフィールド
とを特定し得る。ブロック1725の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得
る。いくつかの場合、特定されたDCIフォーマットは1つまたは複数のDCIフィールドを含
むことがあり、ビーム切替コマンドは1つまたは複数のDCIフィールドに付加されることが
ある。いくつかの場合、ビーム切替コマンドは、ビーム切替コマンドのために再使用され
るDCIフィールドのビットに含まれ得る。いくつかの例では、ブロック1725の動作の態様
は、図8～図11を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１７１】
　ブロック1730において、UE115は、ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、1つ
または複数のビームフォーミングパラメータを修正し得る。ブロック1730の動作は、本明
細書で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、1つまたは複数のビーム
フォーミングパラメータは、ビーム切替コマンドの中の情報に基づいて修正され得る。そ
のような情報は、たとえば、修正されたビームフォーミングパラメータと関連付けられる
ビームインデックスまたはタグを含み得る。いくつかの場合、タグのビームインデックス
は、1つまたは複数のアップリンク送信またはダウンリンク送信のビーム改良信号と関連
付けられ得る。いくつかの例では、ブロック1730の動作の態様は、図8～図11を参照して
説明されたような、ビーム切替構成要素によって実行され得る。
【０１７２】
　ブロック1735において、UE115は、第2の送信ビームを介して1つまたは複数の後続のダ
ウンリンク送信を受信し得る。ブロック1735の動作は、本明細書で説明された方法に従っ
て実行され得る。いくつかの例では、ブロック1735の動作の態様は、図8、図9、および図
11を参照して説明されたような、受信機によって実行され得る。
【０１７３】
　図18は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法1800を示すフローチャートを示す。方法1800の動作は、本明細書で説明され
たようなUE115またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1800の動作は
、図8～図11を参照して説明されたような、UE通信マネージャ815、915、1015、および111
5によって実行され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明される機能を実行する
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ようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。加えて、また
は代わりに、UE115は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実
行し得る。
【０１７４】
　ブロック1805において、UE115は、第1の送信ビームを使用して基地局105との接続を確
立し得る。ブロック1805の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。い
くつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が確立され
得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供するビームフ
ォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1805の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、送信ビームマネージャ
によって実行され得る。
【０１７５】
　ブロック1810において、UE115は、第1のDCIフォーマットに従ってDCIを復号し得る。ブ
ロック1810の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合
、第1のDCIフォーマットは、DCIを含み得る2つ以上のCWを含むことがあり、このとき、CW
のうちの1つのビットがビーム切替コマンドのために再使用されることがある。いくつか
の場合、第1のDCIフォーマットは、1つまたは複数の他のDCIフィールドに付加されるビー
ム切替フィールドを含み得る。いくつかの例では、ブロック1810の動作の態様は、図8～
図11を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１７６】
　ブロック1815において、UE115は、第1のDCIフォーマットの1つまたは複数のビットフィ
ールドのサブセットがビーム切替コマンドを含むことを特定し得る。ブロック1815の動作
は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、1つまたは複数
のビットフィールドのサブセットは、DCI情報のフォーマット、およびビットフィールド
が再使用されるか、または他のDCIビットフィールドに付加されるかどうかに基づいて、
特定され得る。いくつかの例では、ブロック1830の動作の態様は、図8～図11を参照して
説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１７７】
　ブロック1820において、UE115は、この特定に少なくとも一部基づいてビーム切替コマ
ンドを復号し得る。ブロック1820の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され
得る。いくつかの場合、ビーム切替コマンドは、修正された送信ビームパラメータを特定
するタグのインデックスを含み得る。いくつかの例では、ブロック1820の動作の態様は、
図8～図11を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１７８】
　ブロック1825において、UE115は、ビーム切替コマンドに少なくとも一部基づいて、1つ
または複数のビームフォーミングパラメータを修正し得る。ブロック1825の動作は、本明
細書で説明された方法に従って実行され得る。いくつかの場合、1つまたは複数のビーム
フォーミングパラメータは、ビーム切替コマンドの中の情報に基づいて修正され得る。そ
のような情報は、たとえば、修正されたビームフォーミングパラメータと関連付けられる
ビームインデックスまたはタグを含み得る。いくつかの場合、タグのビームインデックス
は、1つまたは複数のアップリンク送信またはダウンリンク送信のビーム改良信号と関連
付けられ得る。いくつかの例では、ブロック1825の動作の態様は、図8～図11を参照して
説明されたような、ビーム切替構成要素によって実行され得る。
【０１７９】
　ブロック1830において、UE115は、第2の送信ビームを介して1つまたは複数の後続のダ
ウンリンク送信を受信し得る。ブロック1830の動作は、本明細書で説明された方法に従っ
て実行され得る。いくつかの例では、ブロック1830の動作の態様は、図8～図11を参照し
て説明されたような、受信機によって実行され得る。
【０１８０】
　図19は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
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の送信の方法1900を示すフローチャートを示す。方法1900の動作は、本明細書で説明され
るように、基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1900の
動作は、図12～図15を参照して説明されたような、基地局通信マネージャ1215、1315、14
15、および1515によって実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。加えて、または代わりに、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明さ
れる機能の態様を実行し得る。
【０１８１】
　ブロック1905において、基地局105は、第1の送信ビームを使用してユーザ機器(UE)との
接続を確立し得る。ブロック1905の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され
得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が
確立され得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供する
ビームフォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。いくつかの例では
、ブロック1905の動作の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、送信ビームマ
ネージャによって実行され得る。
【０１８２】
　ブロック1910において、基地局105は、UE115が第1の送信ビームから第2の送信ビームに
切り替えられるべきであることを決定し得る。ブロック1910の動作は、本明細書で説明さ
れた方法に従って実行され得る。いくつかの場合、UE115が切り替えられるべきであると
いう決定は、第1の送信ビームの1つまたは複数の測定結果に基づき得る。いくつかの場合
、この決定は、ビーム改良信号に少なくとも一部基づいて行われ得る。いくつかの例では
、ブロック1910の動作の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、ビーム切替構
成要素によって実行され得る。
【０１８３】
　ブロック1915において、基地局105は、あるダウンリンク制御情報(DCI)フォーマットの
DCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットすることができ、DCIフォーマッ
トは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えるためのビーム切替コマンドを備
える1つまたは複数のビットフィールドを含む。いくつかの例では、DCIフォーマットは、
1つまたは複数の他のビットフィールドに付加される1つまたは複数のビットフィールドを
含み得る。いくつかの場合、DCIフォーマットは、ビーム切替コマンドを示すために再使
用されるビットフィールドを含み得る。ブロック1915の動作は、本明細書で説明された方
法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1915の動作の態様は、図12～図15
を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１８４】
　ブロック1920において、基地局105は、第1の送信ビームを介して、ダウンリンク制御チ
ャネル送信をUE115に送信し得る。ブロック1920の動作は、本明細書で説明された方法に
従って実行され得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信の送信の後に、1
つまたは複数の他のダウンリンク送信が第2の送信ビームを使用して送信される。いくつ
かの場合、1つまたは複数の後続のアップリンク送信も、ビーム切替コマンドに少なくと
も一部基づき得る。いくつかの例では、ブロック1920の動作の態様は、図12、図13、およ
び図15を参照して説明されたような送信機によって実行され得る。
【０１８５】
　図20は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法2000を示すフローチャートを示す。方法2000の動作は、本明細書で説明され
るように、基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法2000の
動作は、図12～図15を参照して説明されたような、基地局通信マネージャ1215、1315、14
15、および1515によって実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。加えて、または代わりに、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明さ
れる機能の態様を実行し得る。
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【０１８６】
　ブロック2005において、基地局105は、第1の送信ビームを使用してユーザ機器(UE)との
接続を確立し得る。ブロック2005の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され
得る。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が
確立され得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供する
ビームフォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。いくつかの例では
、ブロック2005の動作の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、送信ビームマ
ネージャによって実行され得る。
【０１８７】
　ブロック2010において、基地局105は、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能なDCI
フォーマットのセットを構成し得る。ブロック2010の動作は、本明細書で説明された方法
に従って実行され得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信に利用可能なDC
Iフォーマットのセットは、ビーム切替コマンドが1つまたは複数の他のDCIビットフィー
ルドに付加されるようなDCIフォーマットを含み得る。いくつかの場合、ダウンリンク制
御チャネル送信に利用可能なDCIフォーマットのセットは、別のDCIフォーマットのDCIビ
ットフィールドがビーム切替コマンドのために再使用されるようなDCIフォーマットを含
み得る。いくつかの例では、ブロック2010の動作の態様は、図12～図15を参照して説明さ
れたような、構成マネージャによって実行され得る。
【０１８８】
　ブロック2015において、基地局105は、DCIフォーマットのセットの指示をUE115に送信
し得る。ブロック2015の動作は、本明細書で説明された方法に従って実行され得る。いく
つかの場合、基地局は、RRCシグナリングを介して、またはMAC-CEを介して、DCIフォーマ
ットのセットの指示をUE115に送信し得る。いくつかの例では、ブロック2015の動作の態
様は、図12～図15を参照して説明されたような、構成マネージャによって実行され得る。
【０１８９】
　ブロック2020において、基地局105は、DCIフォーマットのサブセットがダウンリンク制
御チャネル送信のためのブラインド復号仮説セットとして使用されるべきであるという指
示をUE115に送信し得る。ブロック2020の動作は、本明細書で説明された方法に従って実
行され得る。いくつかの場合、DCIフォーマットのサブセットは、ビーム切替コマンドを
含まない1つまたは複数のDCIフォーマットを含み得る。いくつかの場合、DCIフォーマッ
トのサブセットは、ビーム切替コマンドを含むことがある1つまたは複数のDCIフォーマッ
トと、ビーム切替コマンドを含まない1つまたは複数のDCIフォーマットとを含み得る。い
くつかの場合、この指示は、RRCシグナリングを介して、またはMAC-CEにおいて、UE115に
送信され得る。いくつかの例では、ブロック2020の動作の態様は、図12～図15を参照して
説明されたような、構成マネージャによって実行され得る。
【０１９０】
　ブロック2025において、基地局105は、UE115が第1の送信ビームから第2の送信ビームに
切り替えられるべきであることを決定し得る。ブロック2025の動作は、本明細書で説明さ
れた方法に従って実行され得る。いくつかの場合、UE115が切り替えられるべきであると
いう決定は、第1の送信ビームの1つまたは複数の測定結果に基づいて行われ得る。いくつ
かの場合、この決定は、ビーム改良信号に少なくとも一部基づいて行われ得る。いくつか
の例では、ブロック2025の動作の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、ビー
ム切替構成要素によって実行され得る。
【０１９１】
　ブロック2030において、基地局105は、あるダウンリンク制御情報(DCI)フォーマットの
DCIを含むダウンリンク制御チャネル送信をフォーマットすることができ、DCIフォーマッ
トは、第1の送信ビームから第2の送信ビームに切り替えるためのビーム切替コマンドを備
える1つまたは複数のビットフィールドを含む。ブロック2030の動作は、本明細書で説明
された方法に従って実行され得る。いくつかの例では、DCIフォーマットは、1つまたは複
数の他のビットフィールドに付加される1つまたは複数のビットフィールドを含み得る。
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いくつかの場合、DCIフォーマットは、ビーム切替コマンドを示すために再使用されるビ
ットフィールドを含み得る。いくつかの例では、ブロック2030の動作の態様は、図12、図
13、および図15を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行され得る。
【０１９２】
　ブロック2035において、基地局105は、第1の送信ビームを介して、ダウンリンク制御チ
ャネル送信をUE115に送信し得る。ブロック2035の動作は、本明細書で説明された方法に
従って実行され得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信の送信の後に、1
つまたは複数の他のダウンリンク送信が第2の送信ビームを使用して送信される。いくつ
かの場合、1つまたは複数の後続のアップリンク送信も、ビーム切替コマンドに少なくと
も一部基づき得る。いくつかの例では、ブロック2035の動作の態様は、図12、図13、およ
び図15を参照して説明されたように、送信機によって実行され得る。
【０１９３】
　図21は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法2100を示すフローチャートを示す。方法2100の動作は、本明細書で説明され
たようなUE115またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法2100の動作は
、図8～図11を参照して説明されたような、UE通信マネージャ815、915、1015、および111
5によって実行され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明される機能を実行する
ようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。加えて、また
は代わりに、UE115は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実
行し得る。
【０１９４】
　2105において、UE115は、第1の送信ビームを使用して基地局との接続を確立し得る。い
くつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が確立され
得る。いくつかの場合、第1の送信ビームは、第1の方向に第1の送信ビームを提供するビ
ームフォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。2105の動作は、本明
細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例では、2105の動作の態様は、
図8～図11を参照して説明されたような、送信ビームマネージャによって実行され得る。
【０１９５】
　2110において、UE115は、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むダウン
リンク制御情報(DCI)に対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに
対応する第2の復号仮説のうちから選択するために、UE115を構成する構成情報を受信し得
る。いくつかの場合、UE115は、RRCシグナリングまたはMAC-CEを介して構成情報を受信し
得る。2110の動作は、本明細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例で
は、2110の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、DCIマネージャによっ
て実行され得る。
【０１９６】
　2115において、UE115は、第1の送信ビームを介してダウンリンク制御チャネル送信を受
信し得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信は、第1の復号仮説または第2
の復号仮説に対応する、あるDCIフォーマットのDCIを含むPDCCH送信であり得る。2115の
動作は、本明細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例では、2115の動
作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、ブラインド復号構成要素によって
実行され得る。
【０１９７】
　2120において、UE115は、復号されたDCIを取得するために、構成情報に従ってダウンリ
ンク制御チャネル送信を復号し得る。いくつかの場合、UE115は、第1および/または第2の
ブラインド復号仮説が試みられる、ダウンリンク制御チャネル送信のブラインド復号を実
行し得る。2120の動作は、本明細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの
例では、2120の動作の態様は、図8～図11を参照して説明されたような、ブラインド復号
構成要素によって実行され得る。
【０１９８】
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　2125において、UE115は、復号されたDCIに少なくとも一部基づいて基地局105と通信し
得る。いくつかの場合、DCIはビーム切替コマンドを含まないことがあり、UE115および基
地局105は第1のビームを使用して通信し続けることがある。いくつかの場合、DCIはビー
ム切替コマンドを含むことがあり、UE115および基地局105は第1のビームとは異なる第2の
ビームを使用して通信することがある。2125の動作は、本明細書で説明される方法に従っ
て実行され得る。いくつかの例では、2125の動作の態様は、図8～図11を参照して説明さ
れたような、送信ビームマネージャによって実行され得る。
【０１９９】
　図22は、本開示の態様による、制御チャネルシグナリングを介したビーム切替コマンド
の送信の方法2200を示すフローチャートを示す。方法2200の動作は、本明細書で説明され
る基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法2200の動作は、
図12～図15を参照して説明されたような、基地局通信マネージャ1215、1315、1415、およ
び1515によって実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、以下で説明される機能
を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。加
えて、または代わりに、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明される機
能の態様を実行し得る。
【０２００】
　2205において、基地局105は、第1の送信ビームを使用してUE115との接続を確立し得る
。いくつかの場合、ビーム掃引手順、ビーム改良手順、または両方に続いて、接続が確立
され得る。いくつかの場合、第1の送信は、第1の方向に第1の送信ビームを提供するビー
ムフォーミングパラメータの第1のセットを用いて確立され得る。2205の動作は、本明細
書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例では、2205の動作の態様は、図
12～図15を参照して説明されたような、送信ビームマネージャによって実行され得る。
【０２０１】
　2210において、基地局105は、ビーム切替コマンドを備えるビットフィールドを含むDCI
に対応する第1の復号仮説およびビットフィールドを含まないDCIに対応する第2の復号仮
説のうちから選択するために、UE115を構成するための構成情報を送信し得る。いくつか
の場合、基地局105は、RRCシグナリングまたはMAC-CEを介して構成情報を送信し得る。22
10の動作は、本明細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例では、2210
の動作の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、DCIマネージャによって実行
され得る。
【０２０２】
　2215において、基地局105は、構成情報に従ってダウンリンク制御チャネル送信を生成
し得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信は、第1の復号仮説または第2の
復号仮説に対応する、あるDCIフォーマットのDCIを含むPDCCH送信であり得る。2215の動
作は、本明細書で説明される方法に従って実行され得る。いくつかの例では、2215の動作
の態様は、図12～図15を参照して説明されたような、送信ビームマネージャによって実行
され得る。
【０２０３】
　2220において、基地局105は、第1の送信ビームを介して、ダウンリンク制御チャネル送
信を送信し得る。いくつかの場合、ダウンリンク制御チャネル送信は、PDCCH内の第1の送
信ビーム上で送信される送信であり得る。2220の動作は、本明細書で説明される方法に従
って実行され得る。いくつかの例では、2220の動作の態様は、図12～図15を参照して説明
されたような、送信ビームマネージャによって実行され得る。
【０２０４】
　上で説明された方法は可能な実装形態を表すこと、動作およびステップが再構成される
かまたは場合によっては変更され得ること、ならびに他の実装形態が可能であることに留
意されたい。さらに、方法のうちの2つ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０２０５】
　本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続(CDMA)、時分割多元接続(TDMA)、周波
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数分割多元接続(FDMA)、直交周波数分割多元接続(OFDMA)、シングルキャリア周波数分割
多元接続(SC-FDMA)、および他のシステムなどの、様々なワイヤレス通信システムのため
に使用され得る。CDMAシステムは、CDMA2000、Universal Terrestrial Radio Access (UT
RA)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856
規格を対象とする。IS-2000リリースは、通常、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれることがあ
る。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、High Rate Packet Data (HRPD)な
どと呼ばれる。UTRAは、Wideband CDMA(WCDMA(登録商標))およびCDMAの他の変形を含む。
TDMAシステムは、Global System for Mobile Communications (GSM(登録商標))などの無
線技術を実装し得る。
【０２０６】
　OFDMAシステムは、Ultra Mobile Broadband (UMB)、Evolved UTRA(E-UTRA)、米国電気
電子技術者協会(IEEE)802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDMなど
の無線技術を実装することができる。UTRAおよびE-UTRAは、Universal Mobile Telecommu
nications System (UMTS)の一部である。LTEおよびLTE-Aは、E-UTRAを使用するUMTSのリ
リースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、NR、およびGSM(登録商標)は、「第3世
代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている
。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2) という名
称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法は、上述のシステムお
よび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。LTEシステムまた
はNRシステムの態様が例として説明されることがあり、説明の大部分においてLTE用語ま
たはNR用語が使用されることがあるが、本明細書で説明した技法はLTE適用例またはNR適
用例以外に適用可能である。
【０２０７】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して低電力の基地局105と関連付
けられることがあり、スモールセルは、マクロセルと同じまたはマクロセルとは異なる(
たとえば、免許、免許不要など)周波数帯域において動作することがある。スモールセル
は、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイクロセルを含み得る。ピコ
セルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーすることができ、ネットワークプロバイ
ダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセル
も、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーすることができ、フェムトセルとの関
連付けを有するUE115(たとえば、限定加入者グループ(CSG)中のUE115、自宅内のユーザの
ためのUE115など)による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マ
クロeNBと呼ばれることがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB
、フェムトeNB、またはホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数の(たと
えば、2つ、3つ、4つなどの)セルをサポートすることができ、1つまたは複数のコンポー
ネントキャリアを使用する通信もサポートすることができる。
【０２０８】
　本明細書で説明される1つまたは複数のワイヤレス通信システム100は、同期動作または
非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局105は、同様のフレームタイミン
グを有することがあり、異なる基地局105からの送信は、時間的にほぼ揃えられることが
ある。非同期動作の場合、基地局105は、異なるフレームタイミングを有することがあり
、異なる基地局105からの送信は、時間的に揃えられないことがある。本明細書で説明さ
れる技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【０２０９】
　本明細書で説明された情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれを使用し
て表されてもよい。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボルおよびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もし
くは磁性粒子、光場または光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
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【０２１０】
　本明細書の本開示に関して説明される様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス(PLD)、
個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説
明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行
され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよいが、代わりに、プロセッ
サは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械
であってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、D
SPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つも
しくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成)として実装され得
る。
【０２１１】
　本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコー
ドとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介し
て送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲内に入る
。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上で説明された機能は、プロセッサ、ハー
ドウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合
せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた
、機能の部分が異なる物理的位置において実装されるように分散されることを含めて、様
々な場所に物理的に位置し得る。
【０２１２】
　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの移送を
容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
非一時的記憶媒体は、汎用コンピュータまたは専用コンピュータによってアクセスされ得
る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読
媒体は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、電気的消去可能プログ
ラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、フラッシュメモリ、コンパクトディスク(CD)ROMま
たは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバ
イス、あるいは、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送また
は記憶するために使用され、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロ
セッサによってアクセスされ得る任意の他の非一時的媒体を備え得る。また、いかなる接
続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他
のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペ
ア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義
に含まれる。本明細書で使用されるディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザ
ーディスク(登録商標)(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)
、フロッピーディスク(disk)、およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ここで
、ディスク(disk)は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用
いてデータを光学的に再生する。上記のものの組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれる。
【０２１３】
　特許請求の範囲内を含めて本明細書で使用される場合、項目のリスト(たとえば、「の
うちの少なくとも1つ」または「のうちの1つまたは複数」などの句で終わる項目のリスト
)において使用される「または」は、たとえば、A、B、またはCのうちの少なくとも1つの
リストがAまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよ
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びC)を意味するような包括的リストを示す。また、本明細書で使用される、「に基づいて
」という句は、条件の閉集合への参照と解釈されないものとする。たとえば、「条件Aに
基づいて」として説明された例示的なステップは、本開示の範囲から逸脱することなく、
条件Aと条件Bの両方に基づき得る。言い換えれば、本明細書で使用される「に基づいて」
という句は、「に少なくとも部分的に基づいて」という句と同様にして解釈されるものと
する。
【０２１４】
　添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素を
区別する第2のラベルとを続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルのみが本明
細書で使用される場合、説明は、第2の参照ラベル、または他の後続の参照ラベルにかか
わらず、同じ第1の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能であ
る。
【０２１５】
　添付の図面に関して本明細書に記載される説明は、例示的な構成を説明しており、実装
され得るかまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本明細書で使
用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示として働くこと」を意味し、
「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。発明を実施するための形態は
、説明される技法の理解をもたらすための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの
技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明される例
の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブ
ロック図の形式で示される。
【０２１６】
　本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするように与え
られる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義された
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがっ
て、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されず、本明細書で開示される
原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０２１７】
　　105　基地局
　　110　地理的カバレッジエリア
　　115　UE
　　125　通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
　　134　バックホールリンク
　　205　地理的カバレッジエリア
　　210　第1のダウンリンク送信ビーム
　　215　第2のダウンリンク送信ビーム
　　305　第1の復号仮説
　　310　第2の復号仮説
　　315　DCIビット
　　320　ビーム切替コマンドDCIビット
　　405　第1のDCIペイロード
　　410　第2のDCIペイロード
　　415　第1の数のDCIビット
　　420　アクティブ化ビット
　　425　ビーム切替コマンド
　　505　第1のDCIペイロード
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　　510　第2のDCIペイロード
　　515　第1のCW
　　520　第2のCW
　　805　ワイヤレスデバイス
　　810　受信機
　　815　UE通信マネージャ
　　820　送信機
　　825　情報
　　830　ビームフォーミングパラメータ
　　905　ワイヤレスデバイス
　　910　受信機
　　915　UE通信マネージャ
　　920　送信機
　　925　送信ビームマネージャ
　　930　DCIマネージャ
　　935　ビーム切替構成要素
　　940　情報
　　945　ビームフォーミングパラメータ
　　1020　送信ビームマネージャ
　　1025　DCIマネージャ
　　1030　ビーム切替構成要素
　　1035　ブラインド復号構成要素
　　1040　構成マネージャ
　　1045　シグナリング
　　1050　構成情報
　　1055　ダウンリンク制御チャネル送信
　　1060　復号されたDCI
　　1070　情報
　　1075　ビームフォーミングパラメータ
　　1080　命令
　　1110　システム
　　1115　UE通信マネージャ
　　1120　プロセッサ
　　1125　メモリ
　　1130　ソフトウェア
　　1135　トランシーバ
　　1140　アンテナ
　　1145　I/Oコントローラ
　　1205　ワイヤレスデバイス
　　1210　受信機
　　1215　基地局通信マネージャ
　　1220　送信機
　　1225　情報
　　1230　ダウンリンク制御チャネル送信
　　1305　ワイヤレスデバイス
　　1310　受信機
　　1315　基地局通信マネージャ
　　1320　送信機
　　1325　送信ビームマネージャ
　　1330　ビーム切替構成要素
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　　1335　DCIマネージャ
　　1340　情報
　　1345　ダウンリンク制御チャネル送信
　　1420　送信ビームマネージャ
　　1425　ビーム切替構成要素
　　1430　DCIマネージャ
　　1435　構成マネージャ
　　1450　構成情報
　　1455　チャネル情報
　　1460　ビーム切替コマンド
　　1465　情報
　　1470　ダウンリンク制御チャネル送信
　　1505　デバイス
　　1510　バス
　　1515　基地局通信マネージャ
　　1520　プロセッサ
　　1525　メモリ
　　1530　ソフトウェア
　　1535　トランシーバ
　　1540　アンテナ
　　1545　ネットワーク通信マネージャ
　　1550　局間通信マネージャ
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